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住んでみたい 住み続けたい やまつり町

Public 
Relations
Yamatsuri

故  田中芳之さん作
役場前風景画　平成 26 年 6月寄贈

﹇
特
集
﹈

小
さ
な
ま
ち
の

大
き
な
あ
ゆ
み



矢
祭
町
は
平
成
13
年
10
月
、
全

国
的
に
も
注
目
を
浴
び
た
「
市

町
村
合
併
を
し
な
い
矢
祭
町
宣

言
」
を
し
、
自
己
決
定
、
自
己

責
任
に
よ
る
小
さ
な
役
場
（
行

政
）
の
も
と
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
な
が
ら
小
さ
く
て
も
自

立
し
た
町
づ
く
り
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。

平
成
15
年
8
月
よ
り
行
わ
れ
た

行
財
政
改
革
で
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
水
準
を
上
げ
る
努
力
を
行

い
、
窓
口
業
務
を
年
中
無
休
。

平
日
は
７
時
30
分
〜
18
時
45
分

ま
で
開
庁
。
休
日
も
８
時
30
分

か
ら
17
時
15
分
の
間
、
戸
籍
や

住
民
、
税
務
関
係
の
証
明
書
の

交
付
、
各
種
の
税
金
及
び
使
用

料
な
ど
も
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
、
町
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
政
策
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
的
に

有
名
と
な
っ
た
、
す
こ
や
か
赤

ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
や
結
婚
祝
い

金
な
ど
の
子
育
て
支
援
等
の
充

実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成

17
年
に
制
定
し
た
矢
祭
町
自
治

基
本
条
例
の
中
に
『
子
ど
も
は

町
の
宝
、
国
の
宝
。
矢
祭
町
は

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
で
夢

を
持
っ
て
子
育
て
・
子
育
ち
が

で
き
る
「
元
気
な
子
ど
も
の
声

が
聞
こ
え
る
町
づ
く
り
」』
と

規
定
し
、
独
立
独
歩
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
今
年
４
月
に
は

「
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
」
が
開

園
し
、
ま
た
矢
祭
小
学
校
建

設
に
向
け
て
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
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矢祭町　Yamatsuri town
福島県最南端の町。「1955 年の昭和の大合併」で
東白川郡の塙笹原町、豊里村、高城村、石井村の
うち、豊里村全域と高城村の一部で矢祭村が誕生。
同年に塙笹原町と石井村、高城村の一部で新設さ
れた塙町から、1957 年に旧石井村の一部が矢祭村
に編入。1963 年町制施行。7 月 1 日現在の人口は
6,259 人。2014 年の一般会計当初予算は 42 億 2000
万円。

住
ん
で
み
た
い
住
み
続
け
た
い
を
追
い
求
め
て

A B C D
1,296 円 1,175 円 1,836 円 1,198 円
E F G H

1,296 円 1,050 円 2,160 円 1,494 円

A B C D
4,000 円 4,100 円 4,500 円 5,100 円
E F G H

5,495 円 3,931 円 3,850 円 3,373 円

●水道料金（１ヶ月 10立方メートル）

独
立
独
歩

「
自
立
で
き
る
町
づ
く
り
」

● ●茨城県
大子町

茨城県
常陸太田市

● 福島県
塙町

矢祭町
Yamatsuri town

行
政
改
革
以
降
の
町
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介

●

近隣市町村との比較

人件費公共料金

他近隣市町村との比較（平成 26年 4月現在）

※現在は後期高齢 15,009 円が加算されています

●農業委員
　平成 16 年 4 月の改選より定数を 20
名から 16 名とし報酬が 856 千円の減額

となりました。

●特別職
　特別職の報酬見直しで平成 15 年 6 月

議会に提案し可決、三役、町教育長の給

与を総務課長の年収に合わせ減額（報酬

月額 523,000 円）しました。これにより

年間 450 万円が減額となりました。

●議員報酬　
　平成 20 年 3 月 31 日より報酬が月額
から日額 30,000 円となりました。平成

19 年度の実績 34,730 千円に比べ 25 年

度実績 13,200 千円と 21,530 千円の減額

となりました。

●議会議員
　議員定数が平成 16 年 3 月の改選で
18 名から 10 名になり、議会費全体で

30,605 千円（報酬 19,968 千円、期末手

当 7,207 千円、共済費 2,322 千円）が減

額となりました。

●介護保険料（第 1号被保険者１か月分）
▶平成 21 年度～平成 23 年度…2,790 円

▶平成 24 年度～平成 26 年度…3,500 円

（※ 3年に１回見直し） 

●国民健康保険税（課税額 1人平均）
▶平成 19 年度…84,408 円（医療 58,995

円、介護 25,413 円）▶平成 26 年度…

88,689 円（医療 50,031 円、介護 23,649

円、後期高齢 15,009 円） 

矢祭町▶ 1,195 円
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﹈

平
成
13
年
の
「
合
併
を
し
な
い
宣
言
」
後
、
様
々
な
行
政

改
革
を
行
い
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
子
育
て
支
援
策

を
拡
充
さ
せ
て
き
た
矢
祭
町
。
今
月
号
で
は
、
そ
ん
な
矢

祭
町
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
施
策
や
様
々
な
料
金
な
ど

を
お
さ
ら
い
し
な
が
ら
、
他
市
町
村
と
の
比
較
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
交
え
て
お
伝
え
し
ま
す
。



　うちでは２人

がこども園の幼

児教育部に通っ

ているので、保

育料や授業料が

安いというのは

助かります。ま

た、子どもが小

さいうちは入院

とかも多いと思うので１８歳まで医

療費無料というのはいいですね。こ

のような政策を続けて子育てするの

に良い環境の町であり続けて欲しい

と思います。

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

【山下在住】

　茨城県から嫁

に来ましたが、

結婚すると家具

を買ったり引っ

越したりとお金

がかかるので結

婚祝い金をもら

えた時には精神

的にもホッとし

ました。町の政策のことを他県の知

り合いに話すと矢祭町に引越したい

という人もいます。田舎の役場です

が、攻めの姿勢が感じられる、そう

いう町だと思います。

【小田川在住】

　東京とかだと

保育料７～８万

円くらいかかっ

て預けるだけで

精いっぱいだと

いう話を聞きま

す。矢祭町は安

い保育料で預け

られるので助か

りますね。また、小さな子どもがい

ると出たいときに出れないので、休

日や時間外も役場の窓口が開いてい

て証明書をとれるというのは便利だ

と思います。

【下関河内在住】

金子友香さん
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A B C D

開庁   8 時 30 分

閉庁 17 時 15 分

開庁   8 時 30 分

閉庁 17 時 15 分

開庁   8 時 30 分

閉庁 17 時 15 分
※証明書自動交付機

（～ 19 時まで）

開庁   8 時 30 分

閉庁 17 時 15 分

E F G H

開庁   8 時 30 分

閉庁 17 時 15 分
※行政サービスセ

ン タ ー（10 時 ～

18 時 30 分）

開庁   8 時 30 分

閉庁 17 時 15 分
※閉庁時間を月・

水・金のみ 19 時

開庁   8 時 30 分

閉庁 18 時 00 分

開庁   8 時 30 分

閉庁 17 時 15 分

■平日

■休日
A B C D

開庁   8 時 30 分

閉庁 17 時 15 分
※戸籍届出のみ受付

閉庁
閉庁

※証明書自動交付機

（8時 30 分～ 17 時）

開庁   8 時 30 分

閉庁 17 時 15 分
※毎週日曜日

（8時 30 分～ 12 時）

E F G H

閉庁
※行政サービスセン

ター（10 時～ 18 時

30 分）祝日は休み

  開庁   8 時 30 分

  閉庁 12 時 00 分
※第 2・第 4日曜日

（8時 30 分～ 12 時）

開庁   9 時

閉庁 16 時
閉庁

近隣市町村との比較

﹇
特
集
﹈

●役場消防隊の結成
　現役消防団員は、昼間は会社勤務や遠
隔地で働いているなど、一朝有事にかけ
つけることが困難なため、有事の際には
役場職員が出動し、役場消防隊を結成し
ました。秋季検閲や出初め式にも参加し、
訓練を行います。また毎月、各課交替で
積載車を走らせ、河川敷で機械点検を実
施しています。

●年中無休の役場窓口
　平成 15年 8月より平日は７時 30分から
18 時 45 分まで窓口業務（証明書発行等）

を行います。土日祝日は 8時 30 分から 17

時 15 分まで窓口業務（証明書発行等）を

行い、町民の皆様の利便を図ります。

A B C D
30,000 円 25,600 円 44,000 円 30,000 円
E F G H

35,000 円 38,000 円 30,000 円 30,000 円

A B C D
252 円 171 円 242 円 272 円
E F G H

248 円 未実施 262 円 260 円

A B C D
小学校 267 円 250 円 268 円 275 円
中学校 812 円 290 円 309 円 310 円

E F G H

小学校 260 円 275 円 274 円 274 円

中学校 304 円 323 円

183 円
（1.2 年生）

318 円
175 円
（3年生）

A B C D
3,800 円 無料 5,000 円 5,000 円
E F G H

5,700 円 5,000 円 3,000 円 5,000 円

●こども園（幼児教育部）授業料
（月額）2,000 円

近隣市町村との比較

近隣市町村との比較

近隣市町村との比較

近隣市町村との比較

公共料金

行政サービス

●出張役場の開設（職員の自宅が役場）

　役場より遠く離れた山間地で暮らす方々
や、一人暮らしの高齢者も安心して暮らせ

るようにと平成 15 年より役場職員の自宅

を出張役場としています。また郵送料を削

減するために職員が役場からの文書をお届

けすることがあります。

出張役場でできることは

▶税金・水道料金・保育料等をお預かりし

ます。

▶証明書類（戸籍抄本・住民票等）の代行

申請を行い、お届けします。

▶年金等の現況届等はお預かりして担当課

に届けます。

▶その他、なんでもご相談ください。

●妊産婦健診費用の助成
　平成 18 年度より妊産婦健診の上限を

定めて助成しています。

▶妊婦一般健康診査（前期）1 人 1 回

23,960 円▶妊婦一般健康診査（後期）1

人 1 回 18,830 円▶前期・後期以外の妊

婦一般健康診査 1人 1回 5,020 円

●高校生就学の助成
　平成 20 年度より高校生１人あたり年

額 20,000 円を助成しています。（平成

26 年 4月現在同額）

●児童・生徒医療費助成
　平成 21 年度より、今まで就学前だっ

た医療費無料化を単独で中学生までにし

ました。現在は 18 歳まで無料となって

います。

●すこやか赤ちゃん誕生祝金
　平成 17 年度より、第 3 子 100 万円・

第 4 子 150 万円・第 5 子以上 200 万円

を支給。（初年度にそれぞれ 50 万円、

100 万円、150 万円を支給し、残りの 50

万円を 10 年間で支給する。）平成 22 年

度より第 1子、2 子にも 10 万円を支給

しています。

●結婚祝い金
　平成 22 年度より 20 万円（1年目・３

年目各 10 万円）を支給する。

●こども園（保育部）保育料（前年の世
帯所得税の額が 10万円の場合の月額）
　平成 18 年度より今までの保育料の半
額になりました。行財政改革で経費削減

した財源を育児負担の軽減、子育ての環

境整備に使います。

矢祭町▶ 3歳児未満 11,950 円

●こども園（幼児教育部）給食費
（平成 18年度より助成）
矢祭町▶ 100 円（１食あたり 158 円の

助成）

●学校給食費
矢祭町▶小学校 100 円（1食あたり 163

円の助成）▶中学校 150 円（1食あたり

155 円の助成）

寺島麗奈さん押田美樹さん



67

試
験
職
種　

栄
養
士

採
用
予
定
人
数　

若
干
名

受
験
資
格
（
管
理
栄
養
士
）　

昭
和
62
年

　

４
月
２
日
〜
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
者
で
管
理
栄
養
士
の
免
許

　

を
有
す
る
者
、
ま
た
は
平
成
27
年
３
月

　

末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
者
（
学
歴
は

　

問
い
ま
せ
ん
）

試
験
の
方
法
及
び
期
日
、
時
間　

▼
第
１

　

次
試
験
…
平
成
26
年
９
月
21
日
（
日
）

　

受
付
時
間
…
午
前
９
時
〜
９
時
30
分

　

①
教
養
試
験
…
午
前
10
時
〜
正
午
（
職

　

員
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
知
能
に
つ

　

い
て
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行

　

い
ま
す
。）

　

②
専
門
試
験
…
午
後
１
時
〜
午
後
２
時

　

30
分
（
試
験
職
種
の
職
員
と
し
て
必
要

　

な
専
門
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
、
択

　

一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。）

　

▼
第
２
次
試
験　

第
１
次
試
験
合
格
者

　

に
対
し
て
、
個
別
面
接
に
よ
る
試
験
を

　

行
い
ま
す
。

試
験
会
場　

▼
第
１
次
試
験
…
ふ
く
し
ま

　

中
町
会
館
（
福
島
市
中
町
７
番
17
号
）

　

☎
０
２
４
（
０
２
２
）
５
１
２
３
▼
第

　

２
次
試
験
…
第
１
次
合
格
者
に
対
し
て

　

後
日
通
知
い
た
し
ま
す
。

受
験
手
続
き　

申
込
用
紙
は
矢
祭
町
役
場

　

で
交
付
し
ま
す
。
※
郵
便
に
よ
り
申
込

　

用
紙
を
請
求
す
る
場
合
に
は
、
封
筒
の

　

表
に
「
資
格
免
許
職
試
験
申
込
用
紙
請

　

求
」と
朱
書
し
、１
２
０
円
切
手
を
貼
っ

　

た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
角
型
２

　

号
）
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

　

入
し
て
矢
祭
町
役
場
に
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。
※
申
込
書
を
郵
送
す
る
場
合
に

　

は
82
円
切
手
を
貼
っ
た
自
分
宛
の
封
筒

　

を
同
封
し
、
そ
の
表
に
「
資
格
免
許
職

　

試
験
申
込
」
と
朱
書
き
し
て
送
付
し
て

　

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

平
成
26
年
７
月
16
日
（
水
）

　

か
ら
平
成
26
年
８
月
15
日
（
金
）（
執

　

務
時
間
中
に
限
り
ま
す
）
※
郵
便
に
よ

　

る
申
込
書
提
出
の
場
合
は
、
８
月
13
日

　

（
水
）
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限

　

り
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

町
役
場
自
立
総
務
課
総
務

　

グ
ル
ー
プ

　

☎
０
２
４
７
（
４
６
）
３
１
３
１

　国民年金保険料の免除（全額免

除・一部免除・法定免除）、若年

者納付猶予、学生納付特例の承認

を受けられた期間がある場合、保

険料を全額納めた方と比べ、老齢

基礎年金（65 歳から受けられる

年金）の受け取り額が少なくなり

ます。そこで、これらの期間の保

険料は、将来受け取る老年基礎年

金を増額するために、10 年以内

であれば遡って古い月分から納め

る（追納）ことができます。ただ

し、免除等で承認を受けられた期

間の翌年度から起算して 3 年度

目以降の追納の場合、当時の保険

料額に一定の加算額が上乗せされ

ます。

▶一部免除を受けた期間は、残り

の納付すべき保険料が納付されて

いなければ追納はできません。

▶「若年者納付猶予・学生納付特

例期間」が「法定免除・申請免除

期間」より古い（先に経過した）

月分である場合は、「若年者納付

猶予・学生納付特例期間」が優先

します。

▶「法定免除・申請免除期間」が

「若年者納付猶予・学生納付特例

期間」より先に経過した月分であ

る場合は、どちらを優先して納め

るか本人が選択できます。

▶「若年者納付猶予・学生納付特

例期間」の中では、先に経過した

月分から納めることになります。

▶「法定免除・申請免除期間」の

中では、先に経過した月分から納

めることになります。

※追納のお申し込み・ご相談は日

　本年金機構白河年金事務所

　☎０２４８（２７）４１６１

国民年金保険料の免除期間・

納付猶予期間がある方

保険料の追納をお勧めします

　

福
島
県
と
福
島
県
立
医
科
大
学
で
は
、

平
成
23
年
度
よ
り
毎
年
、
質
問
紙
に
よ
る

「
妊
産
婦
に
関
す
る
調
査
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
で
は
東
日
本
大
震
災
以

降
、
福
島
県
内
の
ご
心
配
を
抱
え
た
妊
産

婦
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
ご
心
配
を
軽

減
す
る
の
と
同
時
に
子
ど
も
を
産
み
育
て

よ
う
と
す
る
妊
産
婦
の
皆
様
の
現
状
や
ご

意
見
・
ご
要
望
を
的
確
に
把
握
し
、
よ
り

よ
い
産
科
医
療
及
び
母
子
支
援
を
提
供
で

き
る
よ
う
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
も
引
き
続
き
「
妊
産
婦
に

関
す
る
調
査
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
平
成
25
年
度
調
査
に
つ
き
ま
し
て
も

ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
方
は
ご
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
調

査
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
妊
産
婦
に
関
す
る
調
査
」（h

ttp
://

fu
k
u
sh
im
a
-m
im
a
m
o
ri.jp
/p
reg
n
a
n
t-

su
rv
ey
/

）
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
調
査
の
ご
案
内

時
期　

平
成
26
年
秋
ご
ろ

対
象
者　

▼
①
平
成
25
年
８
月
か
ら
平
成

　

26
年
７
月
31
日
ま
で
に
福
島
県
内
の
市

　

町
村
か
ら
母
子
健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ

　

た
方
▼
②
①
の
期
間
に
福
島
県
外
で
母

　

子
健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方
で
、
福

　

島
県
で
里
帰
り
出
産
さ
れ
た
方　

※
対

　

象
と
な
る
方
（
①
の
方
）
に
は
調
査
票

　

を
お
送
り
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
立
医
科
大
学　

放

　

射
線
医
学
県
民
健
康
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

　

４
（
５
４
９
）
５
１
８
０　

※
平
日
午

　

前
９
時
〜
午
後
５
時

　町では病気の予防、早期発見、健診結

果に基づく生活習慣の改善を目的に下記

日程表の期間、特定健診及びがん検診を

実施します。受付時間は午前７時 30 分

～午前 9時 30 分です。なお、対象地区

の指定はありませんのでご都合に合わせ

ておいで下さい。

特定健診対象者▶国民健康保険加入の

40 歳～ 74 歳の方。（39 歳以下の方や

75 歳以上の健診を希望される方も受診

できます）ただし、社会保険加入の家族

の方が受診する場合は保険証・特定健診

受診券・自己負担金（特定健診の通知に

記載）が必要になります。※各種がん検

診も同時に実施します。

■問い合わせ

　町役場町民福祉課健康グループ

　☎４６－４５７３・４６－２０９７（保健師）

■特定健診・がん検診日程表

実 施 日 会　　　場

8月 4日（月）追分多目的集会施設

5日（火）宝坂構造改善センター

6日（水）内川小学校体育館

7日（木）上関河内健康ふれあい館

8日（金）下関河内多目的集会施設

18日（月）山村開発センター

19日（火）山村開発センター

20日（水）高城構造改善センター

21日（木）石井小学校体育館

22日（金）下石井多目的共同利用施設

24日（日）矢祭町体育センター

８月４日から始まります

特定健診・がん検診

平
成
27
年
度
矢
祭
町
職
員

資
格
免
許
職
採
用
候
補
者
試
験

県
民
健
康
調
査

妊
産
婦
に
関
す
る
調
査
に
ご
協
力
を

入札結果
工　事　名 入 札 日

（予定価格）
落札金額

落　札　者 工 事 場 所 工　　期

平成26年度
林道八神線災害復旧工事

平成26年
6月6日

(3,296,160円）
3,240,000円

矢祭建設（株）
代表取締役　藤田　清

内川字八神地内
平成26年6月9日～
平成26年9月30日

平成26年度
林道福住線災害復旧工事

平成26年
6月6日

（4,393,440円）
4,320,000円

緑川建設（株）
代表取締役　緑川恵克

下関河内
字琵琶平地内

平成26年6月9日～
平成26年9月30日

平成26年度
矢祭町町営運動場排水路布設工事

平成26年
7月17日

（2,916,000円）
2,862,000円

佐川建設（株）
代表取締役　佐川　泉

金沢字蕨平地内
平成26年7月18日～
平成26年12月19日

町が発注した予定価格が 130 万円を超える工事の入札結果をお知らせいたします。



1_9_ 老若男女が威勢よく山車を引き、見物
に訪れた人たちを楽しませた
2_ 若者たちが担ぎ歩く天叢雲剣
3_ 舘本の御仮屋前の神前で行われた小学生
の巫女による「浦安の舞」
4_ 子どもたちも大人に混じって一生懸命山
車を引く
5_ 勇壮な宮入り。多くの男たちが祭の最後
を盛り上げた
6_ 役場前での山車巡行。多くの山車が一列
に連なった
7_ 石田上野内子ども会も子どもたちが小さ
な神輿を大きな声で「わっしょい」と担ぎ練
り歩いた
8_ 祭の最後、八雲神社では太鼓の音と共に
提灯の明かりが闇夜を包む

　

７
月
20
日
、
東
舘
字
山
野
井
に
鎮
座
す
る
八
雲
神

社
祭
典

「
第
２
０
０
回
天
王
祭
」
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
普
段
は
閑
散
と
し
て
い
る
街
中
も
こ
の

日
ば
か
り
は
町
内
外
か
ら
多
く
の
老
若
男
女
が
集
い
、

午
前
中
の
山
車
の
巡
行
か
ら
夜
、
神
輿
が
お
宮
入
り

す
る
ま
で
太
鼓
の
音
や
多
く
の
歓
声
が
東
舘
地
区
に

響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

八
雲
神
社
祭
典

第
２
０
０
回

天
王
祭

ＰＨＯＴＯ ＧＲＡＰＨ　天王祭

１

２

３

４

５

６

７９

8

89



▶要望理由…主要県道だが、茗
荷地区は屈曲、狭隘道路で危険
な状況。
▶県の対応方針…昨年度は用地
調査及び測量を実施。今年度は
道路予備設計を実施し計画ルー
ト選定を行う。

▶要望理由…福住地内の橋梁幅
員が狭く、前後が急勾配のため
特に冬期間は大変危険。
▶県の対応方針…交通量や利用
状況を踏まえ整備手法を検討す
る。

▶要望理由…一級河川小田川に
土砂が堆積している。人家や農
地に越流の恐れがあるので堆砂
除却を要望する。
▶県の対応方針…堆砂及び背後
地の状況を踏まえ、緊急性の高
い箇所から対応する。

▶要望理由…大変多くの大型車
両が通行し、歩道がなく幅員が
狭いため非常に危険。
▶県の対応方針…１工区につい
ては、今年度に完了予定。２工
区については今年度、道路詳細
設計を実施。

▶要望理由…急カーブで狭隘な
ため見通しが悪く、交通事故が
多発している。通学路でもあり
視距改良が必要な場所。
▶県の対応方針…引き続き用地
交渉を実施し、整備の方向性に
ついて町と協議する。

▶要望理由…東舘近辺には水辺
が少ないため、多目的広場など
の親水施設が必要。河川敷は緊
急時のヘリポートとなってお
り、浸食防止のため土砂の浸食
防止工が必要。
▶県の対応方針…町と協議し、
今年度階段工を実施。

▶要望理由…県道の見通しの
悪い急カーブ箇所に農道山下 1
号線が突き当たる交差点になっ
ている。見通しが悪く、急こう
配のため大変危険。
▶県の対応方針…今年度中に現
状把握のための調査を実施。

県道石井・大子線
【茗荷地内】

県道下関河内・小生瀬線道路
拡幅【山下字福住地内】

小田川河川維持
【山下字関平（他３）地内】

国道３４９号道路改良
【小田川～上関河内地内】

国道１１８号道路改良
【東舘字山野井地内】

久慈川河川維持
【東舘字蔵屋敷地内】

県道下関河内・小生瀬線道路
拡幅【山下字東ヶ谷地地内】

平
成
26
年
度
事
業
調
整
会
議

重
点
事
業
箇
所
を
県
に
要
望

６
月
６
日
、
役
場
会
議
室
で
今
年
度
の
「
事
業
調
整
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
町

と
県
南
建
設
事
務
所
が
町
内
の
公
共
工
事
等
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
県
へ
の
要
望
及
び
回
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

1011

道
道
や
溜
池
映
る
黒
揚
羽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

柳
子

夏
盛
る
切
手
を
舐
め
る
封
書
か
な

ア
メ
ダ
ス
の
醸
す
地
上
絵
梅
雨
晴
間　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

木
下
闇
ブ
ラ
ジ
ル
に
咲
く
お
も
て
な
し

昼
寝
時
母
は
黙
っ
て
風
呂
掃
除　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

軒
下
を
貸
せ
ば
家
族
や
燕
の
子

阿
武
隈
を
越
す
山
道
の
蛇
枕　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
見　

ふ
ゆ

花
独
活
を
裏
に
表
に
山
住
い

登
校
の
子
等
の
一
列
夏
帽
子　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
た
つ
江

濡
れ
な
が
ら
静
か
に
交
わ
る
梅
雨
の
蝶

梅
雨
の
蝶
昼
の
コ
ー
ヒ
ー
熱
く
し
て　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子

暑
中
見
舞
二
円
切
手
を
貼
り
足
し
て

花
ざ
く
ろ
崩
れ
か
け
た
る
小
舞
壁　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

幸
子

文
書
か
ぬ
子
等
の
た
の
し
み
西
瓜
割

寝
過
ご
し
て
田
水
見
に
行
く
半
夏
生　
　
　
　
　
　

鈴
木　

正
則

見
下
せ
り
棚
田
が
脇
の
合
歓
の
花

俳
句

ふ
き
の
芽
俳
句
会

　
「
な
に
が
し
あ
は
せ
か
わ
か
ら
な
い
で
す
。
ほ
ん
た
う
に
ど
ん
な
つ
ら
い
こ
と
で
も
、

そ
れ
が
た
ゞ
し
い
し
い
み
ち
を
進
む
中
で
の
で
き
ご
と
な
ら
、
峠
の
上
り
も
下
り
も
み
ん

な
、
ほ
ん
た
う
の
幸
福
に
近
づ
く
一
あ
し
づ
づ
で
す
か
ら
。

　

ど
う
し
て
僕
は
こ
ん
な
に
か
な
し
い
の
だ
ら
う
。
僕
は
も
っ
と
こ
ゝ
ろ
も
ち
を
き
れ
い

に
、
大
き
く
も
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
あ
す
こ
の
ず
う
っ
と
向
ふ
に
ま
る
で
、
け
む
り

の
や
う
な
小
さ
な
青
い
火
が
見
え
る
。
あ
れ
は
ほ
ん
た
う
に
し
づ
か
で
つ
め
た
い
。
僕
は

あ
れ
を
よ
く
見
て
、
こ
ゝ
ろ
も
ち
を
し
づ
め
る
ん
だ
。」（
銀
河
鉄
道
の
夜
よ
り
）

　

主
人
を
亡
く
し
て
七
年
忌
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
偶
然
に
も
再
度
、
読
む
こ
と

が
で
き
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
も
う
二
度
と
涙
で
枕
を
び
し
ょ
び
し
ょ
に
す
る

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

か
な
し
み
は
ち
か
ら
に　

心
に
し
み
る
宮
沢
賢
治
の
こ
と
ば

「
家う
ち
ど
く読
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

わ
が
家
の
イ
チ
お
し

　
　
　
　
　
　

こ
の
一
冊

矢祭もったいない図書館利用者

齊藤 佳子さん

―
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
所
蔵
本
か
ら
―

監
修　

齋
藤　

孝　

出
版
社　

朝
日
新
聞
社

【戸塚在住】

※抱える写真は佳子さんの夫で
　初代もったいない図書館館長
　を務めた故・齋藤守保さん



　勉強です。学ぶことに対しての意欲が学生の頃より

　強いです。（笑）

　人を笑顔にできる仕事をすることと、笑顔が絶えな

　い幸せな結婚をすることです。

　映画鑑賞（ジャンルは問わない）と運転をするのが

　好きなのでドライブです。

　矢祭山公園のツツジなどを見ると自然豊かでいいな

　と思います。

　町の活気が増えるようにもっと若い人たちが増えれ

　ばいいなと思います。

　バレーボール初心者ですけどスポーツをたくさんや

　っていきたいので、ぜひ声をかけてください。

ワカ
モノ

フェイス
aceＦ

町
に
も
っ
と
若
い
人
た
ち
が
増
え
て
欲
し
い
佐川由佳さん

No. ５

Ｙ
ｕ
ｋ
a 
Ｓ
ａ
ｇ
ａ
ｗ
ａ

　

「
お
い
し
い
！
と
い
う
声
を
聞

く
と
、
と
て
も
う
れ
し
く
励
み
に

な
り
ま
す
ね
」
と
笑
み
を
こ
ぼ
し

な
が
ら
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、
し

い
た
け
の
生
産
か
ら
、
そ
の
他
の

食
品
加
工
、
販
売
を
す
る
「（
株
）

山
の
ご
ち
そ
う
本
舗
」
を
自
宅
で

営
む
増
子
正
代
さ
ん
で
す
。

　

正
代
さ
ん
は
も
っ
た
い
な
い
市

場
で
お
客
さ
ん
と
会
話
を
し
な
が

ら
の
試
食
販
売
や
カ
タ
ロ
グ
販
売
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
手
掛
け

る
な
ど
そ
の
販
路
を
広
げ
て
お
り
、

お
客
さ
ん
の
９
割
が
常
連
さ
ん
で

リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

１
番
人
気
の
原
木
し
い
た
け
と

豚
肉
の
旨
み
を
た
っ
ぷ
り
と
足
し

た
具
だ
く
さ
ん
の
「
南
蛮
み
そ
（

激
辛
）」
は
昔
な
が
ら
の
南
蛮
み

そ
に
ピ
リ
辛
の
旨
み
が
詰
ま
っ
た

味
が
食
欲
を
誘
い
ま
す
。

　

「
自
分
が
作
っ
た
商
品
を
求
め

る
お
客
さ
ん
が
全
国
各
地
に
い
て

く
れ
る
の
が
と
て
も
う
れ
し
い
。

販
売
中
、
矢
祭
町
の
生
産
者
の
方

へ
と
い
う
手
紙
と
一
緒
に
お
菓
子

を
渡
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
」
と
お
客
さ
ん
と
の
出
会
い

や
、
つ
な
が
り
が
と
て
も
楽
し
い

と
語
り
ま
す
。

　

朝
５
時
半
に
起
床
し
、
子
ど
も

た
ち
を
送
り
出
し
て
か
ら
夜
11
時

ま
で
仕
事
を
頑
張
る
正
代
さ
ん
。

「
一
番
の
苦
労
は
睡
眠
時
間
が
足

り
な
い
こ
と
。
体
が
も
う
一
つ
あ

れ
ば
い
い
で
す
ね
。
で
も
、
従
業

員
や
両
親
が
手
伝
っ
て
く
れ
る
か

ら
回
る
ん
で
す
よ
」
と
日
々
の
充

実
感
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今

年
の
10
月
ご
ろ
に
は
ハ
バ
ネ
ロ
専

用
の
加
工
所
も
完
成
予
定
。
現
状

に
満
足
せ
ず
、
世
界
進
出
も
し
て

み
た
い
と
大
き
な
目
標
を
見
据
え

て
い
ま
す
。

●さがわ・ゆか
２７歳・内川在住

　
　
　
　
「
婚
活
」
と
は
、
結
婚

　
　
　

す
る
た
め
に
必
要
な
行
動

　
　
　
「
結
婚
活
動
」
を
省
略
し

　
　
　

た
も
の
で
す
。

　
　
　
　

こ
の
言
葉
は
、〝
結
婚

　
　
　

し
た
い
け
れ
ど
で
き
な

い
〞
と
い
う
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
に
家
族
社
会
学
者
の
山
田
昌

弘
さ
ん
が
２
０
０
７
年
に
考
案
、

提
唱
し
た
造
語
で
す
。

　

新
聞
、
テ
レ
ビ
等
各
メ
デ
ィ
ア

で
取
り
上
げ
ら
れ
、
婚
活
を
テ
ー

マ
に
放
映
さ
れ
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

も
話
題
を
集
め
ま
し
た
。

　

現
在
で
も
書
店
等
で
目
に
す
る

こ
と
も
あ
り
、
も
は
や
新
し
い
言

葉
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

各
地
区
で
は
、
婚
活
目
的
の
イ

ベ
ン
ト
が
結
婚
支
援
団
体
や
行
政

が
主
体
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
街
コ
ン
・
婚
活
列
車
・

婚
活
パ
ー
テ
ィ
等
人
気
を
集
め
、

カ
ッ
プ
ル
誕
生
に
つ
な
が
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

で
は
、
婚
活
っ
て
何
を
す
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
い
つ
か
ら

始
め
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

こ
と
は
婚
活
へ
の
大
き
な
一
歩
で

す
が
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
だ

け
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。そ
し
て
、

心
の
中
に
結
婚
に
向
け
て
の
本
気

度
が
芽
生
え
た
時
が
婚
活
ス
タ
ー

ト
な
ん
で
す
。

メッセージ

～ from 結婚支援室～

message　
（２）

女性の参加者を募集いたします。
「おおたわら de逢いましょう」（バスツアー）
日時　平成２６年１０月１８日（土）　　　　　
　　　午後１時～午後９時３０分
対象　２３歳以上５０歳未満の独身の方（女性）
参加費　３，０００円
問い合わせ　プロジェクト Y結婚支援室
　　　　　　☎４６-４８８４（直通）
E-mail project-y@town.yamatsuri.fukushima.jp
相談受付　平日午前 8時 30 分～正午

◆今、一番やりたいことは何ですか？

◆将来の夢は何ですか？

◆趣味は何ですか？

◆町の好きなところはどこですか？

◆アピールしたいことはありますか？

正代さんが手塩にかけて作る商品。現在では約２０種
類の商品を加工し販売。全国から注文が来るほどその
人気は絶大です。

お
客
さ
ん
が
全
国
各
地
に

い
て
く
れ
る
の
が
と
て
も
う
れ
し
い

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－Vol. ５－

増
子
正
代
さ
ん

PROFILE

【ましこ まさよ】47 歳。茗荷在住。趣
味は料理、山を歩くこと。座右の銘は「笑
う門には福来たる」

◆町への要望はありますか？

☆イベント情報

「婚活」Part Ⅰ

次回は田所淳司さん（東舘）の予定です。
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保健だより

Ｃ
ｅａｌｔｈ
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腎
臓
は
、
血
液
を
ろ
過
し
、

余
分
な
老
廃
物
や
塩
分
を
取
り

除
い
た
り
、
赤
血
球
を
作
る
ホ

ル
モ
ン
を
作
り
、
全
身
に
酸
素

を
行
き
渡
ら
せ
た
り
血
圧
を
調

整
し
た
り
す
る
な
ど
生
命
の
維

持
に
欠
か
す
こ
と
の
な
い
重
要

な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　

　

腎
臓
の
ろ
過
は
、
糸
球
体
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
糸

球
体
は
損
傷
し
て
も
再
生
し
な

い
た
め
機
能
不
全
や
損
傷
し
た

場
合
は
、
塩
分
・
カ
リ
ウ
ム
の

制
限
や
人
工
透
析
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

塩
分
摂
取
量
が
多
い
と
腎
臓

に
負
担
が
か
か
り
や
す
く
知
ら

な
い
間
に
腎
臓
に
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
が

重
症
化
す
る
と
透
析
治
療
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
日
本
の
透
析

患
者
さ
ん
は
、
約
30
万
人
、
国

民
の
約
４
０
０
人
に
１
人
で

す
。透
析
患
者
さ
ん
の
増
加
は
、

世
界
共
通
の
問
題
で
す
。

　

最
近
に
な
り
、
中
程
度
の
腎

機
能
低
下
や
、
蛋
白
尿
が
あ
る

と
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど

の
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
危

険
が
高
ま
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ

Ｋ
Ｄ
）
で
は
心
血
管
疾
患
の
発

症
率
が
、
約
３
倍
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

Ｃ
Ｋ
Ｄ(

慢
性
腎
臓
病)

腎
臓
は
あ
な
た
の
体
を
正
常
に
保
つ
働
き
を
持
つ
大

切
な
臓
器
で
す
。
慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ)

が
進
行
し
て

腎
不
全
に
な
る
と
、
最
終
的
に
は
透
析
や
移
植
が
必

要
に
な
り
、
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
は
、

自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、
ほ
と

ん
ど
の
患
者
さ
ん
は
、
自
分
が

病
気
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
せ

ん
。
昨
年
度
の
健
康
診
断
の
結

果
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。
特

定
健
診
の
受
診
者
は
、
対
象
者

の
約
半
数
で
す
の
で
、
全
員
が

健
診
を
受
け
る
と
も
っ
と
機
能

が
低
下
し
て
い
る
方
が
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
健
康
診

断
を
受
け
て
、
自
分
の
腎
機
能

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
の

発
症
と
進
行
を
抑
え
る
た
め
に

は
、
日
々
の
生
活
習
慣
を
改
善

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
喫
煙

や
飲
酒
は
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ

Ｄ
）
の
発
症
や
心
疾
患
に
も
大

と
進
行
だ
け
で
な
く
、
脳
疾
患

き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
た
ば
こ
や
お
酒
の
量
を

減
ら
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま

た
運
動
不
足
も
危
険
因
子
と
な

り
ま
す
。
適
正
な
体
重
を
維
持

す
る
こ
と
で
、
こ
の
病
気
の
発

症
や
他
の
生
活
習
慣
病
の
発
症

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

無
理
せ
ず
自
分
の
体
力
に
合
っ

た
運
動
を
定
期
的
に
行
い
ま

し
ょ
う
。
不
規
則
な
生
活
や
ス

ト
レ
ス
も
大
敵
で
す
。
過
度
な

疲
労
を
避
け
て
、
十
分
な
睡
眠

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら

の
生
活
習
慣
を
見
つ
め
直
し
、

健
康
な
体
に
近
づ
き
ま
し
ょ

う
。

腎
臓
の
働
き

腎
臓
の
糸
球
体
は

再
生
し
な
い

慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）は
、

透
析
を
要
す
る
腎
不
全
の

予
備
群
で
す
。

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
は
、

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
の

心
血
管
疾
患
に
対
す
る
重
大

な
危
険
因
子
で
す

慢性腎臓病とは？

①蛋白尿など、腎臓に障
　害がある
②糸球体ろ過量（GFR）が
　60未満に低下している
　CKD は、①か②のいず
　れかが３ヵ月以上持続
　した状態です

機
能
が
低
下
し
た
腎
臓
を

元
に
戻
す
こ
と
は
困
難
で
す

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

推
定
患
者
数
は
、

約
１
，
３
３
０
万
人
！

特定健診結果平成 25 年度 eGFR 結果

検査実施者数 軽度異常 異　常

eＧＦＲ １，１３１人
２３３人
（20.6%）

９４人
（8.3％）

推算糸球体濾過量（eGFR）: これは、腎臓にどれくらい老廃物を尿へ排泄
する能力があるかを示しており、この値が低いほど腎臓の働きが悪いとい
うことになります。血清クレアチニン値と年齢と性別から計算できます。

発
症
と
進
行
を

抑
え
る
た
め
に

●高齢者
●高血圧や糖尿病、肥満など
　の生活習慣病やメタボリッ
　クシンドロームがある
●過去に、心臓病や腎臓病に
　なったことがある
●健診などでたんぱく尿が見
　つかったことがある
●家族に腎臓病の人がいる
●たばこを吸っている

こんな人は要注意です！

CKD…Chronic　Kidney Disease
慢性的 腎臓病

すくすく
満１歳

Happy Birthday
８月生まれ

豊田 真
ま ほ の

歩乃ちゃん
８月２日生まれ ■宝坂

金澤 莉
り お

愛ちゃん
８月４日生まれ ■小田川

　特技・高速寝返り（笑）
両手をいっぱいに広げて
抱っこをお願いする姿が
たまりません。メロメロで
す♡♡  （パパとママより）

　何事もなく成長してい
ることに感謝しています。
これからも笑顔で健康に
育ってね！！
　　　（ぱぱ・ままより）



　７月１８日、交通安全協会石井支部

は、石井小学校で終業式を終えた子ど

もたちに無事故で夏休みを過ごしてほ

しいと交通事故防止を願いミニテント

村を開設しました。全校児童には反射

マスコットや交通安全啓発のチラシな

どの交通安全グッズが配られ、子ども

たちも事故なく、２学期を迎えられる

ようにと気を引き締めました。

事
故
の
な
い

楽
し
い
夏
休
み
を

1617

TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

たくさんの笑い声がこだました会場

　７月２４日、平成大学の第３回学習

講座「笑ってこころ健康生活」が山村

開発センターで行われました。講師に

はレクリエーション講師として子ども

から高齢者までを対象にしている「遊

び塾はらっぱ」主宰の荒牧光子さんを

迎え、手足を使った運動を実践。参加

した高齢者はこころの健康とともに笑

顔にも磨きをかけました。

啓発グッズを配る参加者の皆さん

　７月１日、「第６４回社会を明るくする

運動」の啓発活動が、町内のＪＲ水郡線

の各駅と矢祭中学校で行われ、人権擁護

委員と保護司、町更生保護女性会が参加

し駅の利用者や登校中の生徒にティッシ

ュなどの啓発グッズを配布しました。こ

の運動は犯罪の防止や罪を犯した人の立

ち直りについて理解を深めるため、毎年

７月に行われています。

　町スポーツ推進委員の長塚守男さ

んは、７月１１日～１２日に山形県米沢

市で開かれた平成２６年度東北地区ス

ポーツ推進委員研修会山形県大会にお

いて、東北地区スポーツ推進委員協議

会功労者表彰を受け、７月１４日に役

場を訪れ町長に報告しました。長塚さ

んはスポーツ推進委員１８年目を迎え

ています。

絵本作りについて説明をする加藤さん

報告に訪れた長塚さん活躍を誓った２人と金澤さんの母・寿江さん

　７月２４日、第６７回全国高等学校陸

上競技対抗選手権大会に出場する日大

東北高校３年の金澤洸輝さんと男子第

７７回全国高等学校ホッケー選手権大

会に出場する修明高校１年の菊池拓哉

さんに若鮎チャレンジサポート事業の

激励金が交付されました。２人は最後

にそれぞれ抱負を述べ、全国の舞台で

の活躍を誓いました。

　７月１２日、やまつりこども園の遊戯

室で小学生を対象にした手づくり絵本教

室が行われました。第１回矢祭もったい

ない図書館手づくり絵本コンクールで最

優秀賞に輝いた絵本作家の加藤祐子さん

を講師に招いて身近な題材をもとに考え

て絵本を完成させるまでの方法を学ん

で、作品を描きました。１３日にも中学

生以上を対象に教室が行われました。

出動式に参加した皆さん

無事故の願いを込めて行われたミニテント村

犯
罪
や
非
行
防
止
を

啓
発

プ
ロ
に
学
ぶ
楽
し
い

絵
本
の
つ
く
り
方

長
年
の
ス
ポ
ー
ツ
普
及

活
動
が
認
め
ら
れ
て

　７月１６日、役場駐車場で「夏の交

通事故防止県民総ぐるみ運動」の出動

式が行われ、挨拶の後、やまつりこど

も園園児の檜山惇也くんと神長愛菜さ

んに 1 日交通安全隊長の任命が行わ

れ、町長へ誓いの言葉を述べました。

出動では白バイ隊員２名を先頭に交通

事故防止の啓発活動を行い、死亡事故

ゼロ１，０００日へ誓いを新たにしました。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

千
日
目
指
し
再
出
発

楽
し
い
運
動
で
こ
こ
ろ
の

健
康
手
に
入
れ
る

全
国
の
舞
台
で
の

活
躍
に
期
待
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■
日
時　

　

９
月
27
日
（
土
）
午
前
10
時

　

30
分
及
び
午
後
２
時

■
場
所

　

仙
台
市
青
葉
区
「
東
京
エ
レ

　

ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
」

■
テ
ー
マ

　

「
共
に
前
へ
、
新
し
い
一
歩
」

■
応
募
方
法

　

往
復
は
が
き
の
裏
面
に
住
所
、

　

氏
名
、
性
別
、
職
業
、
電
話

　

番
号
、
希
望
時
間
、
人
数
（
２

　

人
ま
で
）
を
記
入
し
、
返
信

　

の
表
面
に
自
分
の
郵
便
番
号
、

　

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
く

　

だ
さ
い
。
８
月
22
日
必
着
で

　

す
。
応
募
の
宛
先
…
〒
９
８
３

　

‐
８
５
８
０
／
住
所
…
東
北

　

方
面
総
監
部
広
報
室
／
宛
名

　

…
定
期
演
奏
会
係

■
問
い
合
わ
せ

　

陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
総
監

　

部

　

☎
０
２
２（
２
３
１
）１
１
１
１

　

平
成
27
年
３
月
に
新
規
大
学

等
を
卒
業
予
定
の
方
、
平
成
24

年
３
月
以
降
に
卒
業
し
て
、
現

在
就
職
活
動
を
し
て
い
る
方
を

対
象
に
、
正
社
員
で
雇
用
す
る

計
画
の
あ
る
県
内
企
業
と
の
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

８
月
20
日
（
水
）
午
前
10
時

　

30
分
〜
午
後
４
時

■
場
所

　

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　

（
郡
山
市
南
２
丁
目
52
番
地
）

■
内
容

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
／
事

　

業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
／
合
同
就

　

職
面
接
会

■
そ
の
他

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

　

す
。
お
気
軽
に
参
加
し
て
く

　

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　

ク

　

☎
０
２
４（
９
２
７
）４
６
３
３

　

大
田
原
市
と
国
際
医
療
福
祉

大
学
の
共
催
で
、
市
民
公
開
講

座
「
幸
齢
者
ス
ク
ー
ル
」
を
開

催
し
ま
す
。
な
お
、
八
溝
山
周

辺
定
住
自
立
圏
促
進
協
議
会
の

後
援
に
伴
い
、
近
隣
市
町
に
も

周
知
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

■
日
時

　

９
月
18
日
（
木
）
午
前
９
時

　

〜
午
後
３
時
30
分
（
開
場
８

　

時
30
分
）

■
場
所

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
Ｆ
棟
・

　

Ｍ
棟
（
栃
木
県
大
田
原
市
北

　

金
丸
２
６
０
０
―
１
）

■
内
容

　

▼
午
前
の
部
…
加
齢
に
よ
る

　

難
聴
へ
の
対
処
や
食
物
と
薬

　

の
飲
み
合
わ
せ
の
ポ
イ
ン
ト

　

に
つ
い
て
、
専
門
家
２
人
に

　

よ
る
医
療
福
祉
講
演
会
（
事

　

前
申
込
不
要
・
入
退
場
自
由
）

　

▼
午
後
の
部
…
65
歳
〜
70
歳

　

代
を
対
象
に
、
体
操
や
ゲ
ー

　

ム
、
骨
密
度
や
聴
力
チ
ェ
ッ

　

ク
、
将
来
転
倒
予
測
な
ど
を

　

通
じ
、
若
さ
と
健
康
度
を
チ

　

ェ
ッ
ク
し
ま
す
。（
事
前
申

　

込
制
・
定
員
80
名
）

■
申
込
方
法
（
午
後
の
部
の
み
）

　

各
役
場
備
え
付
の
チ
ラ
シ
添

　

付
の
は
が
き
、
ま
た
は
官
製

　

は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
載

　

し
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
高
齢
者
幸
福
課
介

　

護
予
防
係

　

☎
０
２
８
７（
２
３
）８
９
１
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
８
７（
２
３
）４
５
２
１

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設

現
場
労
働
者
の
福
祉
増
進
と
建

設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興

を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退

職
金
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
は
、

事
業
主
の
方
々
が
、
労
働
者
の

働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け
金

と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳

に
は
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設

業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
時

に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払

う
と
い
う
業
界
全
体
で
の
退
職

金
制
度
で
す
。
加
入
で
き
る
事

業
主
は
建
設
業
を
営
む
方
で
対

象
と
な
る
労
働
者
は
建
設
業
の

現
場
で
働
く
方
で
す
。
掛
け
金

は
日
額
３
１
０
円
で
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

建
退
共
福
島
支
部

　

☎
０
２
４（
５
２
３
）１
６
１
８

　

保
険
料
率
は
福
島
県
内
の
後

期
高
齢
者
の
方
の
２
年
間
の
医

療
給
付
費
（
総
医
療
費
か
ら
窓

口
負
担
額
を
除
い
た
額
）
を
推

計
し
、
２
年
ご
と
に
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度

及
び
27
年
度
の
保
険
料
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
度
の

　
　
　
　
　

保
険
料
額
及
び
納

　
　
　
　
　

付
方
法
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

は
、
お
住
ま
い
の

　
　
　
　
　

市
町
村
か
ら
８
月

　
　
　
　
　

以
降
に
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

し
ま
す
。
所
得
の

　
　
　
　
　

低
い
方
や
被
用
者

保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方

に
対
す
る
「
保
険
料
の
軽
減
」

は
、
平
成
26
年
度
も
継
続
さ
れ

ま
す
。

社会を明るくする運動…広げよう「ありがとう」の言葉

■
受
付
期
間

　

８
月
１
日（
金
）〜
９
月
９
日

　

（
火
）

■
試
験
区
分

　

自
衛
官
候
補
生

■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

■
試
験
日
・
場
所

　

男
子
…
９
月
20
日
（
土
）
午

　

後
・
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人

　

材
育
成
セ
ン
タ
ー
（
白
河
市

　

中
田
１
４
０
番
地
）
／
女
子

　

…
９
月
25
日
（
木
）・
陸
上

　

自
衛
隊
郡
山
駐
屯
地
（
郡
山

　

市
大
槻
町
字
長
右
ヱ
門
林
１
）

■
試
験
区
分

　

一
般
曹
候
補
生

人の動き

人　口 ６,２５９人 （－ 12）

男 ３,０７９人 （－ 9）

女 ３,１８０人 （－ 3）

世　帯 ２,０８１世帯 （± 0）

７月１日現在の住民基本台帳より
（　）内は前月比

( 敬称略 )

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区

佐藤　　岳
がく

6 /29 絢 ・ 彩 中石井

檜山　莉
り み

実 7 / 2 健二・幸子 小田川

斉藤　凛
り く

薫 7 / 7 俊 ・夏美 小田川

金澤　　錠
じょう

7 /11 良一・好美 中石井

●赤ちゃん誕生おめでとう

( 敬称略 )
亡くなられた方 年齢 喪主 没月日 地 区

鈴木　米子 83 勝保 7 / 3 宝　坂

鈴木　平介 84 俊雄 7 / 3 東　舘

近藤　　誠 75 貢 7 / 8 上関河内

古張　フサ 78 菊池幸夫 7 / 15 東　舘

●お悔み申し上げます

●あとがき
☆特集記事では 3 人の方にインタ
ビューをし、矢祭町がこれまで行って
きた施策についての感想を聞きまし
た。みなさん初めて知ることもあった
ようで、驚いていた様子でした。この
特集で矢祭町のことを少しでも知って
もらい町の良さを感じてもらえればと
思います。☆今年も暑い８月がやって
きました。海水浴や地区の盆踊りなど
いろいろな楽しみ方、過ごし方あると
思いますが、みなさんはどのように夏
を過ごされますか。　　　　　　（龍）

◆矢祭町内件数
（平成２６年１月１日～７月１４日）

火災件数 　 １件

救急出動　１３８件

「火事・救急・救助は１１９番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　　TEL ４６―２１１９

　　全国的に気温が高くなり、熱中症での救急搬送が増えています。

　熱中症になると、体温の上昇、めまい、倦怠感の症状になり、ひど

い時には痙攣、意識の異常がおきます。熱中症を予防し夏を乗り切り

ましょう。

熱中症の予防

①暑さに身体を慣らしていく。

　　ウォーキング等の軽い運動をして汗をかく習慣を身に付け、暑さ

　に身体を慣らす。

②高温・多湿・直射日光を避ける。

　　屋外では帽子をかぶるなどをして強い日差しを避け、屋内では風

　通しをよくするなどをして高温環境に長時間さらされないようにす

　る。

③水分補給は計画的に、こまめに行う。

　　のどが渇いてから水分補給するのではなく、時間を決めて水分補

　給することや、外出前に水分補給するなど、意識的に行いましょう。

　特に高齢者はのどに渇きを感じにくくなるため、早めに水分補給を

　しましょう。

熱中症に注意！

平成２６年度全国統一防火標語

「もういいかい

　　火を消すまでは まあだだよ」

行事＆
　　お知らせ

情報局情報局
■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

■
試
験
日
・
場
所

　

９
月
20
日
（
土
）
午
前
・
白

　

河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成

　

セ
ン
タ
ー
（
白
河
市
中
田
１

　

４
０
番
地
）

■
試
験
区
分

　

海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学

　

生
■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

■
試
験
日
・
場
所

　

９
月
23
日
（
火
）・
郡
山
市

　

労
働
福
祉
会
館
（
郡
山
市
虎

　

丸
７
番
７
号
）

■
問
い
合
わ
せ

　

☎
０
２
４
８（
２
４
）０
３
７
２

社会を明るくする運動…みんなの絆は地域の絆・地域の絆は町の力

自
衛
隊
東
北
方
面
隊
音
楽

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

今月の納税
●町県民税　　　　　　　　２期
●国民健康保険税
　　及び介護納付金　　　　３期
●介護保険料　　　　　　　３期
●後期高齢者医療保険料　　１期

※口座振替日・納期限
　９月１日（月）

自
衛
官
採
用
試
験

案　
　

内

募　
　

集

ふ
く
し
ま
大
卒
等

合
同
就
職
面
接
会

大
田
原
市
幸
齢
者

ス
ク
ー
ル
開
催

建
退
共
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た

区分 新しい保険料率

均等割額 41,700 円

所得割率 8.19％
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第６回定例会
６月９日～13日

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算

１
億
７
，９
８
２
万
円
を
追
加

総
額
で
４
４
億
２
４
７
万
１
千
円
に
！

　

６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
９
日
か
ら
13
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初

日
は
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
担
当
課
長
か
ら
議
案
の
内
容

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
議
案
調
査
の
た
め
休
会
。
３
日
目
、
４
日
目
は
一
般
質
問
で
議
員
７
名
が

登
壇
し
町
に
対
し
て
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
日
目
の
最
終
日
は
、
報
告
２
件
、
専
決
処
分
報
告
２
件
、
財
産
の
取
得
１
件
、
条

例
の
制
定
１
件
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
２
件
、
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整

備
組
合
規
約
の
変
更
、
平
成
26
年
度
各
会
計
補
正
予
算
４
件
、
人
事
案
件
２
件
が
提
案

さ
れ
、
合
計
15
議
案
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
議

員
提
出
案
件
で
は
、
請
願
３
件
が
採
択
さ
れ
、
追
加
提
案
と
し
て
、
意
見
書
３
件
が
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

報　
　
　

告

条　
　
　

例

そ　

の　

他

補

正

予

算

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て
（
報
告
第
１
号
）

　

11
事
業
の
繰
越
明
許
費
の
繰

越
に
つ
い
て
地
方
自
治
法
施
行

令
第
１
４
６
条
第
２
項
の
規
定

に
よ
り
報
告
す
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
25
年
度
矢
祭
町
継
続
費

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て
（
報
告

第
２
号
）

　

統
合
小
学
校
建
設
基
本
実
施

設
計
業
務
及
び
や
ま
つ
り
こ
ど

も
園
屋
外
整
備
工
事
に
お
け
る

継
続
費
の
逓
次
繰
越
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
施
行
令
第

１
４
５
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
報
告
す
る
も
の
で
す
。

◎
専
決
第
８
号　

平
成
26
年
度

矢
祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
64
号
）

　

議
場
へ
の
空
調
設
備
の
設
置

経
費
及
び
農
業
集
落
排
水
処
理

事
業
特
別
会
計
へ
繰
出
す
る
た

め
に
よ
る
も
の
で
、
地
方
自
治

法
第
１
７
９
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
専
決
処
分
を
し
ま
し
た

の
で
、
同
条
第
３
項
の
規
定
に

よ
り
報
告
し
承
認
を
求
め
る
も

の
で
す
。

◎
専
決
第
９
号　

平
成
26
年
度

矢
祭
町
農
業
集
落
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
65
号
）

　

関
岡
下
地
区
の
中
継
ポ
ン
プ

槽
の
水
位
計
の
故
障
に
よ
る
修

繕
経
費
の
増
額
に
よ
る
も
の

で
、
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
専
決
処

分
を
し
ま
し
た
の
で
、
同
条
第

３
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
承

認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

平成２６年度一般会計予算補正状況（専決第８号）
 （単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 4,222,651 0 4,222,651

20

◎
矢
祭
町
長
期
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
の
で
き
る
契
約
を
定
め

る
条
例
の
制
定（
議
案
第
67
号
）

　

地
方
自
治
法
施
行
令
第

１
６
７
条
の
17
の
規
定
に
基
づ

き
、
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
で
、
町
財
政
に
有
利
な

契
約
を
可
能
と
す
る
も
の
で

す
。

◎
矢
祭
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
議
案
第
68
号
）

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
69
号
）

　

平
成
26
年
度
の
按
分
率
等
の

改
正
に
伴
い
、
一
部
改
正
す
る

も
の
で
す
。

◎
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整

備
組
合
規
約
の
変
更
（
議
案
第

70
号
）

　

広
域
圏
構
成
市
町
村
の
滞
納

整
理
を
市
町
村
に
代
わ
っ
て
広

域
圏
が
行
う
こ
と
と
な
っ
た
た

め
、
地
方
自
治
法
第
２
８
６
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
規
約
の

変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い

て
、
同
法
第
２
９
０
条
の
規
定

に
よ
り
議
会
の
議
決
を
得
る
も

の
で
す
。

◎
財
産
の
取
得（
議
案
第
66
号
）

　

平
成
28
年
４
月
開
校
を
目
指

す
、
矢
祭
小
学
校
建
設
用
地
の

取
得
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法

第
96
条
第
１
項
及
び
議
会
の
議

決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産

の
取
得
ま
た
は
処
分
に
関
す
る

条
例
第
３
条
の
規
定
に
基
づ
き

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

◎
平
成
26
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
73
号
）

　

高
野
谷
地
地
区
水
源
地
改
修

に
伴
う
経
費
が
補
正
の
主
な
内

容
で
す
。

◎
平
成
26
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
74
号
）

　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
草
刈
り

経
費
の
組
み
換
え
が
補
正
の
主

な
内
容
で
す
。

◎
平
成
26
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
71
号
）

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に

関
す
る
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
、

平
成
26
年
２
月
の
大
雪
に
よ
る

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
再

建
・
改
修
・
撤
去
費
用
を
助
成

す
る
た
め
の
経
費
、
町
道
山
野

井
・
天
神
沢
線
改
良
事
業
に
伴

う
測
量
設
計
委
託
料
等
が
補
正

の
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
26
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
72
号
）

　

本
算
定
に
よ
り
被
保
険
者
の

減
、
療
養
給
付
費
等
負
担
金
、

前
期
高
齢
者
交
付
金
、
療
養
給

付
費
交
付
金
等
の
積
算
等
に
よ

る
補
正
が
主
な
内
容
で
す
。
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平成２６年度農業集落排水処理事業特別会計予算補正状況（専決第９号）
（単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

農業集落排水処理事業特別会計 29,000 794 29,794

平成２６年度各会計別予算補正状況（６月第６回定例会）
（単位：千円）

会　　計　　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一　 般　 会　 計 4,222,651 179,820 4,402,471

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 730,200 9,720 739,920

水 道 事 業 231,202 15,000 246,202

宅 地 造 成 事 業 11,221 0 11,221

人

事

案

件

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
（
議
案
第
75
号
）

　

地
方
税
法
第
４
２
３
条
第
３

項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

矢
祭
町
大
字
中
石
井

　
　
　

字
早
房
98
番
地
１

　

全
会
一
致
で
、
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

星　

紀
久
男

氏

請　

　

　

願

請　

願
・
陳　

情

◎
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
審
査
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請

願
。

請
願
者

　

社
団
法
人
福
島
県

　
　
　
　
　

聴
覚
障
害
者
協
会

　
　

会
長　

吉　

田　

正　

勝

　

福
島
県
手
話
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　

連
絡
協
議
会

　
　

会
長　

佐　

藤　

政　

昭

　

福
島
県
手
話
通
訳

　
　
　
　
　
　
　

問
題
研
究
会

　
　

会
長　

清　

水　

久
美
子

紹
介
議
員　

藤　

田　

玄　

夫

審
査
結
果　
　

採　
　

択

○
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認

す
る
解
釈
改
憲
を
行
わ
な
い
こ

と
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
要

望
す
る
請
願
。

請
願
者

　

矢
祭
町
大
字
東
舘

　
　
　
　
　
　
　

字
桃
木
町
17

　
　
　
　
　

小　

林　
　
　

繁

紹
介
議
員　

廣　

野　

吉　

雄

審
査
結
果　
　

採　
　

択

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

（
議
案
第
76
号
）

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
第
４
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
に

古

張
　

金

一

氏

　

全
会
一
致
で
、
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

※任期は平成26年６月18日か
　ら平成30年６月17日まで



○
さ
ら
な
る
年
金
削
減
の
中
止

を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め

る
請
願
。

請
願
者

　

全
日
本
年
金
者
組
合

　
　
　
　
　

福
島
県
東
石
支
部

　

支
部
長　

石　

沢　

泰　

仲

紹
介
議
員　

廣　

野　

吉　

雄

審
査
結
果　

採　
　

択

◎
矢
祭
町
大
字
小
田
川
字
中
山

27
―
76　

矢
祭
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

被
災
者
連
絡
世
話
人　

大
森
泰

幸
氏
よ
り
次
の
陳
情
が
あ
り
ま

し
た
。

○
３
．
11
東
日
本
大
震
災
矢
祭

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
被
災
地
に
関
す

る
検
討
を
求
め
る
陳
情

陳　
　
　

情

意　

見　

書

議
員
提
出
議
案

○
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る

意
見
書
（
発
議
第
５
号
）

○
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認

す
る
解
釈
改
憲
を
行
わ
な
い
こ

と
を
求
め
る
意
見
書
（
発
議
第

６
号
）

○
さ
ら
な
る
年
金
削
減
の
中
止

を
求
め
る
意
見
書
（
発
議
第
７

号
）

※
可
決
し
た
意
見
書
３
件
を
政

府
関
係
機
関
に
対
し
送
付
し
ま

し
た
。
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廣野吉雄議員

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
11
日
と
12
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、
７

議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま
し

た
。

一
般
・
教
育
行
政

質
問　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い

て

23

　
　

要
支
援
１
、
２
の
方
々
に

つ
い
て
は
介
護
保
険
か
ら
除
外

す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
は

ど
う
対
応
す
る
の
か
、
準
備
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

要
支
援
１
、
２
に
つ
き
ま
し

て
は
町
の
地
域
支
援
事
業
に
な

り
ま
す
が
、
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
資
金
で
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り

自
立
支
援
、
介
護
予
防
が
重
要

視
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
避
け
て

通
れ
な
い
の
が
交
通
機
関
の
確

保
に
な
る
が
、
シ
ル
バ
ー
タ
ク

シ
ー
券
、
温
泉
サ
ロ
ン
バ
ス
の

活
用
の
検
討
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　

町
長

　

シ
ル
バ
ー
タ
ク
シ
ー
券
は
十

分
検
討
の
価
値
は
あ
り
ま
す

が
、
今
後
の
検
討
課
題
で
す
。

　
　

大
事
な
こ
と
は
被
災
者
の

思
い
を
聞
き
、
被
災
者
に
寄
り

添
っ
て
対
応
す
る
事
だ
と
思
い

ま
す
。
町
長
や
議
長
も
現
地
に

出
向
き
、
被
災
者
の
思
い
や
要

望
を
聞
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

陳
情
書
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
具
体
的
に
は
固
定
資
産
税

の
減
免
を
お
願
い
し
た
い
と
い

う
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が

そ
の
点
に
つ
い
て
は
如
何
で
す

か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
以
外
の
被
災

者
も
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
均
衡

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　

県
と
の
事
業
調
整
会
議
で

ど
の
よ
う
な
事
業
を
要
望
し
ま

し
た
か
。

　
　

事
業
課
長

　

基
本
的
に
は
昨
年
と
同
一

と
い
う
こ
と
で
、
主
に
国
道

３
４
９
号
、
１
１
８
号
の
山
野

井
カ
ー
ブ
、
そ
う
い
っ
た
長
年

の
検
討
事
項
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
要
望
し
ま
し
た
。

　
　

山
野
井
急
カ
ー
ブ
解
消
で

す
が
、
土
地
所
有
者
と
の
交
渉

の
報
告
は
あ
り
ま
し
た
か
。

　
　

事
業
課
長　

再
度
、
接
触

し
た
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

町
長

　

新
た
な
方
法
等
も
考
え
な
が

ら
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

広
聴
会
で
も
出
さ
れ
た

が
、
統
合
小
学
校
は
学
校
の
建

設
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
交

通
や
水
の
問
題
、
特
に
Ｓ
Ｍ
Ｃ

の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
が
通
学
時

間
と
重
な
る
が
そ
の
対
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

県
南
建
設
事
務
所
で
も
Ｓ
Ｍ

Ｃ
の
情
報
は
得
て
お
り
、今
後
、

対
策
を
講
じ
る
よ
う
お
願
い
し

て
あ
り
ま
す
。

　
　

町
を
信
じ
て
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を
購
入
し
た
方
へ
の
対
応
、

瑕
疵
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
被

災
者
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

　
　

町
長

　

町
と
し
て
は
、
精
一
杯
の
支

援
を
し
た
と
判
断
し
て
い
ま

す
。
契
約
書
に
も
瑕
疵
担
保
１

年
、
天
災
地
変
は
含
ま
な
い
と

い
う
こ
と
を
、
う
た
っ
て
あ
り

ま
す
が
固
定
資
産
税
の
減
免
そ

の
ほ
か
の
税
金
の
減
免
等
を
行

い
ま
し
た
。

　
　

被
災
し
た
人
た
ち
に
義
援

金
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
で
は
到
底
修
繕
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
陳
情
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
被
災
者

の
立
場
に
立
っ
て
、
同
じ
目
線

で
お
話
し
し
て
い
た
だ
け
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
　

町
長

　

先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
と

お
り
、
町
と
し
て
は
で
き
る
限

り
の
支
援
を
し
た
と
私
は
判
断

し
て
お
り
ま
す
。

　
　

何
度
も
繰
り
返
し
ま
す

が
、
町
が
販
売
し
た
。
そ
れ
を

信
じ
て
購
入
し
た
。
購
入
し
て

く
れ
た
方
に
対
し
て
、
誠
意
あ

る
対
応
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
そ
う
い
っ

た
判
断
を
し
て
い
た
だ
け
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
　

町
長

　

誠
意
を
持
っ
て
、
契
約
書
ど

お
り
に
対
応
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　

先
の
定
例
会
で
質
問
し
ま

し
た
が
、
県
と
協
議
し
た
結
果

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

石
田
地
区
の
側
溝
土
砂
払
い

に
つ
い
て
は
必
要
で
あ
れ
ば
県

の
ほ
う
で
対
応
が
可
能
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
　

土
砂
を
測
定
し
た
が
15
㎝

か
ら
20
㎝
溜
ま
っ
て
い
る
の
を

確
認
し
て
い
ま
す
。
梅
雨
に

入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
早
急
に

撤
去
願
い
ま
す
。
ま
た
、
東
舘

全
域
の
問
題
で
す
が
、
床
下
浸

水
が
起
き
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
こ
と

に
つ
い
て
も
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

商
工
会
前
及
び
国
道
３
４
９

号
と
１
１
８
号
が
交
わ
る
付
近

に
つ
い
て
は
県
と
協
議
を
続
け

て
お
り
ま
す
。
商
工
会
の
前
に

つ
き
ま
し
て
は
、
県
も
具
体
的

な
数
値
で
協
議
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
現
時
点
で
は
検
討
中
な

の
で
お
話
で
き
る
段
階
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
き
る
限
り
解
決

に
向
け
て
検
討
、
協
議
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

広
聴
会
の
結
果
に
つ
い
て

建
設
開
校
準
備
委
員
会
に
報
告

が
あ
っ
た
が
、
私
は
広
聴
会
の

意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
進

め
方
で
良
い
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

広
聴
会
で
出
さ
れ
た
も
の
を

全
て
取
り
上
げ
て
と
い
う
こ
と

は
無
理
が
あ
り
ま
す
が
、
建
築

設
計
に
、
生
か
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　

広
聴
会
の
意
見
が
反
映
さ

れ
た
結
果
が
見
え
て
い
な
い

が
、
反
映
さ
れ
た
な
ら
ば
報
告

を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

教
育
長

　

一
つ
一
つ
回
答
し
て
い
く
と

い
う
の
は
非
常
に
困
難
な
こ
と

で
す
が
、
４
、
５
月
の
広
報
誌

で
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

学
校
の
出
入
り
口
が
４
か

所
に
な
り
ま
す
が
、
交
通
安
全

の
観
点
か
ら
も
時
間
を
か
け
て

検
討
し
て
頂
き
た
い
。

　
　

教
育
課
長

　

子
ど
も
達
の
安
全
を
確
保
す

る
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
す
か

ら
、
検
討
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　

施
設
入
所
者
の
食
事
代
は

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
で
入
所
し
て

い
る
方
の
方
が
高
額
と
聞
き
ま

し
た
が
均
一
に
な
ら
な
い
か
伺

い
ま
す
。

　
　

町
長

　

世
帯
の
所
得
状
況
に
よ
っ
て

自
己
負
担
額
が
決
定
さ
れ
ま
す

の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　

在
宅
介
護
世
帯
に
補
助
金

を
交
付
し
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま

す
。

　
　

町
長

　

金
銭
的
な
支
援
の
考
え
は

持
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

を
図
る
と
い
う
こ
と
も
大
事
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、
固
定
資
産

税
の
減
免
措
置
に
つ
い
て
は
、

25
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
た
い

と
い
う
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
　

町
の
施
設
と
し
て
、
土
地

も
建
物
も
矢
祭
町
と
い
う
形
態

に
移
行
す
る
考
え
は
お
持
ち
で

し
ょ
う
か
。

　
　

町
長

　

借
地
で
も
う
20
数
年
使
っ
て

い
る
施
設
で
地
主
が
売
ら
な
い

と
い
う
も
の
も
あ
り
、
全
て
を

町
の
施
設
に
す
る
の
は
非
常
に

難
し
い
問
題
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
　

長
年
改
善
を
要
望
し
て
い

る
所
も
あ
り
ま
す
が
、
早
目
早

目
の
実
施
と
、
区
長
へ
の
報
告

を
お
願
い
し
ま
す
。
町
道
小
田

川
・
手
元
線
の
側
溝
に
蓋
を
し

て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
な
お
考
え
で
す
か
。

　
　

事
業
課
長

　

側
溝
へ
の
蓋
に
関
し
て
は
い

ろ
ん
な
道
路
で
要
望
は
強
い
と

認
識
し
て
お
り
、
早
期
に
検
討

鈴木一徳議員

一
般
・
防
災
・
教
育
・

農
業
・
福
祉
行
政

質
問　

３
・
11
に
係
る
被
災
対

応
に
つ
い
て

質
問　

東
舘
地
域
の
防
災
対
策

に
つ
い
て

質
問　

統
合
小
学
校
に
つ
い
て

質
問　

高
齢
者
の
介
護
に
つ
い

て

問答

問

問

問

答

答

答

答

問

答

問 問答 答

答答

問

問 問

質
問　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
法
面
崩

壊
に
伴
う
宅
地
補
償
に
つ
い
て

質
問　

各
地
区
集
会
施
設
等
の

管
理
運
営
の
現
状
に
つ
い
て

質
問　

町
道
等
の
生
活
道
路
の

修
繕
計
画
に
つ
い
て

質
問　

統
合
小
学
校
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

答

答

答答

答答答答 問問

問問

問問 問

問

答
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直
ち
に
は
難
し
い
問
題
で
あ
り

ま
す
。
将
来
は
そ
の
よ
う
な
方

向
に
な
っ
て
い
く
の
か
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

大
変
な
思
い
を
し
な
が
ら

介
護
を
し
て
い
る
家
族
に
対
し

て
、
ぜ
ひ
支
援
の
手
を
差
し
伸

べ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

今
後
、検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
検
討
会

議
の
委
員
の
選
考
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

検
討
会
議
本
体
に
関
し
て

は
、
町
地
域
農
業
再
生
協
議
会

の
委
員
を
ベ
ー
ス
と
し
、
各
種

団
体
の
長
を
選
定
い
た
し
ま
し

た
。
認
定
農
業
者
で
構
成
す
る

ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
や
ま
つ
り
を
事

前
の
協
議
団
体
と
し
て
、
実
質

的
な
議
論
は
そ
ち
ら
で
行
っ
て

い
く
。
併
せ
て
、
農
業
者
の
代

表
組
織
で
あ
り
ま
す
町
農
業
委

員
会
に
も
事
前
に
協
議
を
諮
る

と
い
う
よ
う
な
形
で
、
２
段
構

え
で
実
行
性
を
と
考
え
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
　

林
道
、
作
業
道
を
つ
く
る

目
的
は
植
林
な
の
か
、
手
入
れ

の
た
め
な
の
か
、
搬
出
を
目
的

と
す
る
も
の
な
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

森
林
施
業
で
一
番
問
題
に

な
っ
て
い
る
の
は
間
伐
が
進
ま

な
い
こ
と
で
、
間
伐
を
す
る
と

赤
字
に
な
る
。
そ
の
理
由
は
何

か
と
言
い
ま
す
と
、
作
業
道
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
の
で
搬
出

が
で
き
な
い
。
間
伐
は
切
り
捨

て
間
伐
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
が
、
１
つ
大
き
な
問
題

点
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

食
育
講
座
等
で
活
躍
し
て

い
る
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
の
職

員
、
支
援
員
は
町
の
大
き
な
戦

力
で
す
が
、
今
後
、
拡
充
の
考

え
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

町
内
の
親
子
の
交
流
に
よ

り
、
子
育
て
の
負
担
感
の
緩
和

を
図
ろ
う
と
平
成
19
年
度
か
ら

行
っ
て
お
り
ま
し
て
、
現
在
、

登
録
し
て
い
る
乳
児
に
つ
き
ま

し
て
は
33
名
お
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
ま
し
て
支
援
員
８
名

の
体
制
で
子
育
て
の
支
援
を
し

て
お
り
ま
す
。
幼
児
数
の
推
移

を
見
極
め
な
が
ら
、
増
員
も
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

　
　

今
後
、
介
護
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
る
の
か
、
考
え
が
あ
れ

ば
伺
い
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

介
護
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方

の
数
は
、
矢
祭
町
社
会
福
祉
協

議
会
16
名
、矢
祭
福
祉
会
69
名
、

ユ
ー
ハ
イ
ム
矢
祭
32
名
で
ご
ざ

い
ま
す
。
人
材
不
足
も
深
刻
な

問
題
で
あ
り
ま
し
て
、
労
働
環

境
等
の
処
遇
改
善
も
今
後
の
課

題
と
思
い
ま
す
。
人
材
確
保
に

つ
き
ま
し
て
は
事
業
所
の
雇
用

管
理
と
関
係
し
難
し
い
問
題
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

矢
祭
小
学
校
の
計
画
内
容

に
つ
い
て
、
議
会
に
説
明
す
る

機
会
が
あ
る
か
、
お
尋
ね
し
ま

す
。

　
　

教
育
課
長

　

あ
る
程
度
の
構
想
が
固
ま
っ

た
と
い
う
段
階
に
は
来
て
お
り

ま
す
が
、
詳
細
に
建
設
費
用
を

出
す
と
い
う
段
階
ま
で
は
来
て

い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら

の
金
額
を
皆
様
に
お
示
し
で
き

る
よ
う
な
段
階
に
な
り
ま
し
た

ら
ば
、
説
明
す
る
機
会
を
設
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

議
会
へ
の
説
明
は
、
金
額

が
決
定
し
た
段
階
で
良
い
と
の

考
え
で
す
か
。

　
　

教
育
長　

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
な

く
、
既
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
皆

様
方
に
も
お
知
ら
せ
し
て
お
り

ま
す
。
議
会
を
開
催
し
て
の
説

明
と
い
う
こ
と
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
都
度
、
情
報

公
開
は
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
　

中
学
校
の
テ
ニ
ス
場
、
そ

の
他
の
維
持
管
理
計
画
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
課
長

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
あ
り
ま
す

が
、
４
面
の
う
ち
１
面
は
使
わ

れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
要
因

に
つ
い
て
は
環
境
、
立
地
条
件

が
余
り
よ
ろ
し
く
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
今
後
は
、
学
校
で

で
き
る
限
り
整
備
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
て
、
で
き
な
い
と
こ

ろ
は
、
町
で
対
処
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
金
を

増
額
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
い

ま
す
。

　
　

教
育
課
長

　

金
額
で
単
純
に
高
い
低
い
の

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の

中
身
に
つ
い
て
、
詳
し
く
内
容

を
精
査
し
た
上
で
、
適
正
な
金

額
を
お
示
し
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
　

東
舘
地
内
の
水
害
問
題
も

あ
り
ま
す
が
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
及
び
防
災
計
画
に
つ
い
て
の

経
過
を
伺
い
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

町
で
は
地
域
防
災
計
画
書
は

作
成
し
て
お
り
ま
す
が
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
作
成
し
て
お

り
ま
せ
ん
。
今
年
度
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
作
成
の
検
討
を
い
た

し
ま
す
。

　
　

２
０
２
０
年
に
東
京
オ
リ
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ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
た
め

日
本
全
国
「
お
も
て
な
し
」
機

運
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
本

町
に
お
い
て
も「
お
も
て
な
し
」

の
意
味
で
窓
口
に
案
内
人
を
考

え
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
　

町
長

　

大
変
良
い
提
案
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ご
承
知
の
と
お
り
少
人

数
の
職
員
で
事
務
事
業
を
執
行

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
現
状
で

の
体
制
に
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と

し
て
巡
回
バ
ス
を
運
行
し
て
は

い
か
が
で
す
か
。

　
　

町
長　

　

現
状
で
は
難
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
統
合
小
学
校
建
設
に
伴

い
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
購
入
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
時
点

で
対
応
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
　

３
月
定
例
会
で
計
画
に
つ

い
て
尋
ね
ま
し
た
が
、
そ
の
後

の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

先
の
３
月
の
定
例
会
で
基
金

の
条
例
案
が
否
決
さ
れ
、
そ
の

後
、
国
か
ら
３
年
後
を
目
途
に

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を

策
定
し
て
ほ
し
い
と
通
知
が
あ

り
ま
し
た
。
町
で
も
管
理
の
在

り
方
を
検
証
し
ま
し
て
、
今
後

早
め
に
計
画
の
策
定
を
目
指
し

ま
す
。

　
　

統
合
し
た
後
の
、
４
小
学

校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

先
の
区
長
会
に
お
い
て
、
地

域
で
何
か
使
う
希
望
が
あ
れ
ば

地
域
で
お
話
を
し
て
ほ
し
い
と

申
し
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
毎

月
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
課
長

等
会
議
で
跡
地
の
利
用
と
い
う

こ
と
を
、
定
期
的
に
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

地
域
住
民
の
意
見
を
聞
く

機
会
を
設
け
る
考
え
は
あ
り
ま

す
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

全
地
区
の
施
設
で
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
住
民

を
対
象
と
し
た
説
明
会
の
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

中
学
校
の
教
職
員
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。
主
要
教
科
で
あ

る
国
語
の
先
生
が
１
人
で
す

が
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

　
　

教
育
長

　

国
語
教
諭
が
１
人
と
い
う
状

況
は
間
違
い
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

文
科
省
の
定
数
が
ご
ざ
い
ま
し

て
、
矢
祭
中
学
校
に
割
り
当
て

ら
れ
る
定
数
が
11
名
、
そ
の
中

で
９
教
科
を
配
置
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。学
校
と
し
て
は
、

１
４
０
時
間
あ
る
教
科
に
つ
い

て
は
２
人
体
制
を
と
り
た
い
と

い
う
こ
と
で
理
科
と
か
英
語
に

つ
い
て
は
２
人
体
制
、
国
語
に

つ
い
て
は
や
む
を
得
ず
定
数
が

決
ま
っ
て
お
り
ま
す
の
で
そ
の

中
で
振
り
分
け
を
す
る
と
、
今

年
度
は
１
人
に
選
択
を
し
た
と

い
う
よ
う
な
状
況
で
す
。

　
　

小
学
校
に
配
置
し
て
い
る

町
講
師
の
対
応
が
で
き
な
い
か

伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

来
年
度
に
向
け
て
検
討
し
て

参
り
ま
す
。

　
　

矢
祭
山
に
お
い
て
ゆ
る

キ
ャ
ラ
大
集
合
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
矢
祭
町
に
は
ゆ
る
キ
ャ

ラ
が
お
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
い

た
し
ま
す
か
。

　
　

事
業
課
長

　

先
日
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
フ
ェ
ス

タ
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

て
、
ぜ
ひ
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
声
が
多
方
面
か
ら
寄
せ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

補
助
金
等
々
も
検
討
し
な
が

ら
、
作
成
可
能
か
ど
う
か
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

土
曜
日
の
登
校
に
つ
い
て

教
育
長
、
町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　
　

教
育
長

　

土
曜
日
、
日
曜
日
に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
教
育

委
員
会
と
し
て
展
開
し
て
お

り
、
土
曜
日
を
登
校
さ
せ
る
計

画
は
現
在
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
　

町
長

　

土
・
日
曜
日
は
部
活
と
い
う

状
況
で
あ
り
ま
す
。
学
力
の
向

上
を
第
一
に
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
が
、
部
活
に
よ
る
体
力

の
増
進
も
必
要
で
あ
り
、
現
状

が
良
い
と
判
断
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

福
島
県
内
に
お
け
る
矢
祭

中
学
校
の
学
力
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　

教
育
長

　

国
語
、
数
学
に
つ
い
て
は
全

国
学
力
調
査
が
あ
り
、
国
語
は

県
平
均
レ
ベ
ル
な
っ
て
お
り
ま

す
。
数
学
は
県
平
均
よ
り
若
干

落
ち
て
い
ま
す
が
、
町
講
師
の

配
置
等
に
よ
り
限
り
な
く
県
平

均
に
近
づ
い
て
い
る
状
況
で
す
。

　
　

も
っ
た
い
な
い
図
書
館
の

利
用
率
向
上
の
施
策
を
伺
い
ま

す
。

　
　

教
育
長

　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
を
中
心

に
、
子
ど
も
司
書
講
座
、
子
ど

も
読
書
推
進
リ
ー
ダ
ー
育
成
、

本
へ
の
親
し
み
、
読
書
の
広
報

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

Ｓ
Ｍ
Ｃ
株
式
会
社
が
新
た

な
工
場
を
建
て
る
と
の
報
道
が

あ
っ
た
が
、
隣
接
す
る
町
有

林
（
ゴ
ル
フ
場
跡
地
）
の
利
用

に
つ
い
て
町
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　
　

町
長

　

ゴ
ル
フ
場
跡
地
の
町
有
林
の

利
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
い

ろ
い
ろ
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
　

大
垬
多
目
的
集
会
施
設
で

答 問

答

問

答

問

答答

答

問

問 答

問

答 問

答 問

問

問答 答

答 問

問

問

答

答

問

答問

答

菊池淳之議員

農
林
業
・
福
祉
・

教
育
・
一
般
行
政

質
問　

農
林
業
へ
の
支
援
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

質
問　

子
育
て
、
介
護
支
援
員

に
つ
い
て

質
問　

教
育
施
設
の
整
備
計
画
、

維
持
管
理
に
つ
い
て

郡司浩子議員

一
般
・
教
育
・
産
業
行
政

質
問　

防
災
に
つ
い
て

質
問　

町
民
サ
ー
ビ
ス
と
地
域

活
動
へ
の
支
援
に
つ
い
て

質
問　

公
有
財
産
老
朽
化
の
対

応
に
つ
い
て

質
問　

教
職
員
の
充
足
に
つ
い

て

質
問　

地
域
産
業
の
活
性
化
に

つ
い
て

鈴木敏男議員

教
育
・
一
般
行
政

質
問　

土
曜
日
登
校
を
ど
う
考

え
て
い
る
か

質
問　

町
有
林
（
ゴ
ル
フ
場
跡

地
）
の
利
用
に
つ
い
て

質
問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
利
活
用
つ
い
て

問問問 答答

問

問問 答答

答

答 問

答問
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行
わ
れ
て
い
る
運
動
教
室
の
利

用
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

こ
の
事
業
は
介
護
予
防
事
業

と
し
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
主
催
で
行
わ
れ
て
い
る
運

動
教
室
で
名
称
は
「
元
気
は
つ

ら
つ
教
室
」
で
す
。
今
年
度
は

中
石
井
、
宝
坂
、
下
関
河
内
、

大
垬
、
内
川
の
５
地
区
で
実
施

さ
れ
、
概
ね
月
２
回
程
度
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
大
垬
地
区
の

参
加
者
は
毎
回
４
名
程
度
で

す
。

　
　

町
長
の
話
で
は
、
歩
く
の

は
健
康
に
良
い
と
の
こ
と
で
す

が
、
大
垬
地
区
は
道
路
が
坂
道

で
あ
り
ま
す
、
行
き
た
く
て
も

行
け
な
い
人
も
お
り
ま
す
。
Ｉ

Ｐ
電
話
等
を
活
用
し
一
歩
踏
み

込
ん
だ
対
応
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　

町
長

　

今
後
、検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
　

町
代
表
で
参
加
し
て
お
り

ま
す
の
で
大
型
バ
ス
を
出
し
、

応
援
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
　

町
長

　

今
年
は
そ
の
よ
う
な
募
集
を

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

町
観
光
協
会
の
会
長
は
現

在
、
町
長
で
あ
り
ま
す
が
、
本

来
で
あ
れ
ば
観
光
に
携
わ
る
方

が
適
任
か
と
思
い
ま
す
、
町
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

前
任
者
が
お
辞
め
に
な
っ
て

か
ら
会
長
を
引
き
継
い
で
お
り

ま
す
。
適
任
者
が
い
る
な
ら
ば

ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
　

現
在
、
外
構
・
園
庭
工
事

等
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
秋

に
完
成
す
る
予
定
で
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　
　

事
業
課
長

　

園
庭
等
の
工
事
に
つ
き
ま
し

て
は
、
８
月
29
日
を
工
期
と
し

て
進
め
て
お
り
ま
し
て
、
現
在

の
進
捗
状
況
で
は
工
期
内
に
完

成
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

教
育
課
長

　

秋
の
運
動
会
前
に
や
ま
つ
り

こ
ど
も
園
を
披
露
す
る
落
成
式

を
挙
行
し
皆
様
と
と
も
に
お
祝

い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

新
し
い
園
舎「
こ
ど
も
園
」

で
の
子
ど
も
達
の
様
子
を
伺
い

ま
す
。

　
　

教
育
課
長

　

木
造
施
設
に
よ
る
ぬ
く
も
り

を
感
じ
な
が
ら
生
き
生
き
と
活

動
し
、
毎
日
笑
顔
が
絶
え
な
い

園
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
　

上
野
内
遺
跡
の
発
掘
調
査

工
事
も
あ
り
、
統
合
小
学
校
の

遅
れ
が
心
配
で
す
が
、
現
在
ま

で
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　

教
育
課
長

　

基
本
計
画
、
基
本
構
想
に
お

い
て
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

お
示
し
し
て
お
り
ま
す
が
、
２

カ
月
程
度
の
遅
れ
が
出
て
い
る

か
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
法
手

続
き
等
の
申
請
を
早
急
に
進
め

て
参
り
ま
す
が
、
校
舎
の
建
築

は
年
内
に
着
工
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　

国
が
進
め
る
農
業
改
革
、

経
営
安
定
策
の
見
直
し
、
米
政

策
の
見
直
し
、
こ
の
国
の
政
策

を
町
に
生
か
す
の
に
は
、
ど
の

よ
う
な
形
が
ベ
ス
ト
な
の
か
伺

い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

現
在
、
国
の
農
業
政
策
は
大

き
な
大
転
換
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
主
食
用
米
の
生
産
環
境
と

い
う
も
の
は
一
層
厳
し
く
な
る

こ
と
は
容
易
に
予
想
で
き
ま
す

の
で
、
町
に
お
い
て
も
主
食
用

米
に
頼
ら
な
い
作
付
選
択
と
い

う
も
の
の
後
押
し
し
て
行
く
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
主
食
用
米
以
外
の
作

付
に
頼
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
町
の
品

質
の
よ
い
お
米
の
主
食
用
米
と

し
て
こ
の
環
境
の
中
で
維
持
し

て
い
く
、
そ
う
い
っ
た
方
向
性

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思

い
、
両
方
を
に
ら
ん
で
取
り
組

ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
が
重
要

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
検
討

会
議
が
先
日
設
立
さ
れ
ま
し
た

が
、
将
来
の
農
業
、
農
村
の
維

持
に
つ
い
て
、
今
後
、
こ
の
組

織
を
町
で
は
ど
の
よ
う
に
活
用

す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

先
日
立
ち
上
げ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、そ
も
そ
も
人
・

農
地
プ
ラ
ン
と
い
う
も
の
は
、

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
と
は
違
い

ま
し
て
、
地
域
の
ア
イ
デ
ィ
ア

に
対
し
て
、
お
墨
つ
き
を
与
え

る
と
い
う
の
が
検
討
会
議
の
主

な
役
割
に
な
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
　

２
月
の
豪
雪
に
よ
る
農
業

施
設
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

資
材
の
調
達
が
難
し
い
と
い

う
声
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。
今

回
補
助
事
業
の
存
在
も
あ
り
長

い
ス
パ
ン
で
復
旧
の
希
望
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　

国
・
県
・
町
の
支
援
策
は

ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

　
　

事
業
課
長

　

国
の
措
置
は
被
災
農
業
者
向

経
営
体
育
成
支
援
事
業
の
活
用

で
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
補
助

の
内
容
で
す
が
、
施
設
の
撤
去

に
か
か
る
部
分
に
は
10
分
の
10

国
・
県
で
見
る
。
修
繕
に
関
し

て
は
、
全
部
で
10
分
の
９
、
国
・

県
及
び
市
町
村
が
補
助
す
る
制

度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

補
助
金
の
支
払
時
期
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

国
・
県
か
ら
の
交
付
決
定
等

が
済
み
次
第
、
ス
ム
ー
ズ
に
交

付
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

過
疎
・
高
齢
化
の
た
め
に

団
員
確
保
に
苦
慮
し
て
い
ま

す
。
団
員
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
、
入
団
促
進
を
図
る
た
め
に

は
事
業
所
の
理
解
と
協
力
を
得

る
こ
と
が
必
要
と
判
断
し
、
消

防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
を

導
入
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
い

ま
す
。

　
　

町
長

　

消
防
団
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
頑
張
っ

て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
表
示

制
度
等
は
、
今
後
は
非
常
に
重

要
な
課
題
に
な
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　
　

通
学
路
の
危
険
箇
所
と
い

う
こ
と
で
、
下
関
、
山
野
井
、

関
岡
天
神
沢
、
内
川
と
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
状
況

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

国
・
県
道
の
危
険
箇
所
に
つ

い
て
は
、
県
と
の
事
業
調
整
会

議
に
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

医
師
不
足
に
対
す
る
町
村

会
と
し
て
の
対
策
を
伺
い
ま

す
。

　
　

町
長

　

医
師
確
保
の
た
め
に
町
村
会

と
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
県
立
医
大
あ
る
い
は
知
事
に

要
請
活
動
は
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
か
ら
３
回
程
度
、
知
事
と

医
大
に
は
要
望
を
し
て
お
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
確
保
で
き
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
福
島

県
は
ど
こ
の
病
院
も
医
師
が
不

足
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り

ま
し
て
、
我
々
も
で
き
る
限
り

の
手
は
尽
く
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

日
の
当
た
ら
な
い
箇
所

は
、
冬
期
間
凍
結
し
、
交
通
事

故
等
の
危
険
が
増
え
ま
す
。
支

障
木
等
の
伐
採
を
考
え
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

危
険
な
箇
所
が
あ
れ
ば
、
地

域
の
方
が
地
権
者
に
了
解
を
い

た
だ
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
了
解
を
得
ら
れ
れ
ば
町
と

い
た
し
ま
し
て
も
積
極
的
に
対

策
は
取
っ
て
参
り
ま
す
。
危
険

な
箇
所
に
つ
い
て
は
地
域
の

方
々
と
担
当
課
で
調
査
を
し

て
、
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
対
策

を
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

５
月
22
日
、
議
員
活
動
の
一
環
と
し
て
町
有
林
の
現
地
調

査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
町
が
所
有
す
る
山
林
は
、
町
有
林
３
３
４
ha
、
部
分
林

32　

の
合
計
３
６
６
ha
と
広
大
な
面
積
に
な
っ
て
い
ま
す
。

林
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
長
く
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
町
有
林
は
自
立
す
る
町
と
し
て
の
将
来
の
大
き
な
財
産

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
下
関
河
内
町
有
林
を
視

察
し
育
成
状
況
等
を
調
査
し
ま
し
た
。

町
有
林
視
察
研
修

町有林視察研修

ha
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問 答問 答質
問　

各
種
市
町
村
対
抗
大
会

の
対
応
に
つ
い
て

質
問　

各
種
委
員
会
、
協
会
等

の
役
員
選
出
に
つ
い
て

藤田玄夫議員

教
育
・
産
業
行
政

質
問　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
に

つ
い
て

質
問　

統
合
小
学
校
建
設
に
つ

い
て

質
問　

農
政
改
革
に
対
す
る
町

の
取
り
組
み
と
方
向
性
に
つ
い

て

質
問　

雪
害
に
よ
る
農
業
施
設

の
復
旧
の
現
状
と
対
応
に
つ
い

て

緑川裕之議員

消
防
・
防
災
・

一
般
・
建
設
行
政

質
問　

消
防
団
協
力
事
業
所
表

示
制
度
に
つ
い
て

質
問　

危
険
箇
所
の
明
示
と
今

後
の
対
策
に
つ
い
て

質
問　

医
師
不
足
に
対
す
る
町

村
会
と
し
て
の
対
策
と
育
成
に

つ
い
て

質
問　

道
路
の
日
陰
対
策
に
つ

い
て

答

問答問答

問 答

問答問

答問答問答

答 答問

問答問答

問答問答

問答
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５
月

２
日　

第
２
回
白
河
広
域
市
町

　
　
　

村
圏
組
合
議
会
臨
時
会

　
　
　

（
白
河
市
・
ク
リ
ー
ン

　
　
　

セ
ン
タ
ー
会
議
室
）

10
日　

生
涯
学
習
合
同
開
級
式

　
　
　

（
総
合
案
内
施
設
前
広

　
　
　

場
）

17
日　

東
舘
小
学
校
・
下
関
河

　
　
　

内
小
学
校
・
石
井
小
学

　
　
　

校
・
関
岡
小
学
校
運
動

　
　
　

会

18
日　

特
養
ホ
ー
ム
ユ
ー
ハ
イ

　
　
　

ム
矢
祭
「
田
植
え
祭
り
」

20
日　

例
月
出
納
検
査

　
　
　

第
54
回
矢
祭
町
商
工
会

　
　
　

通
常
総
代
会
（
商
工
会
）

22
日　

町
有
林
視
察

24
日　

内
川
小
学
校
運
動
会

26
日　

矢
祭
町
「
子
ど
も
読
書

　
　
　

の
街
」
づ
く
り
推
進
委

　
　
　

員
会
（
中
央
公
民
館
）

27
〜
28
日　

全
国
町
村
議
会
議

　
　
　

長
・
副
議
長
研
修
会
（

　
　
　

東
京
都
）

29
日　

八
溝
山
天
然
林
保
存
会

　
　
　

総
会

★ 

６
月

１
日　

鮎
解
禁
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
　

（
矢
祭
山
）

　
　
　

第
29
回
矢
祭
町
民
親
善

　
　
　

ゴ
ル
フ
大
会
表
彰
式

　
　
　

（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

３
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　

会
定
期
総
会
（
福
島
市
）

８
日　

第
67
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　

大
会
矢
祭
大
会
（
体
育

　
　
　

セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

第
64
回
地
方
植
樹
祭　

　
　
　

（
塙
町
）

　
　
　

矢
祭
「
子
ど
も
司
書
」

　
　
　

講
座
開
講
式
（
中
央
公

　
　
　

民
館
）

９
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

10
日　

矢
祭
町
松
く
い
虫
防
除

　
　
　

推
進
協
議
会

12
日　

産
業
常
任
委
員
会

９
〜
13
日　

第
６
回
定
例
会

15
日　

福
島
県
消
防
協
会
東
白

　
　
　

川
支
部
幹
部
大
会
（
棚

　
　
　

倉
町
）

20
日　

例
月
出
納
検
査

21
日　

矢
祭
ふ
る
さ
と
会
総
会

　
　
　

（
東
京
都
）

　
　
　

矢
祭
町
防
犯
協
会
石
井

　
　
　

支
部
総
会
（
戸
塚
構
造

　
　
　

改
善
セ
ン
タ
ー
）

23
日　

産
業
常
任
委
員
会

28
日　

矢
祭
町
青
少
年
育
成
町

　
　
　

民
会
議
定
期
総
会
（
中

　
　
　

央
公
民
館
）

30
日　

国
道
１
１
８
号
（
矢
祭

　
　
　

〜
須
賀
川
間
）
整
備
促

　
　
　

進
期
成
同
盟
会
総
会
（

　
　
　

石
川
町
）

★ 

７
月

１
日　

産
業
常
任
委
員
会

５
日　

矢
祭
町
防
犯
協
会
東
舘

　
　
　

支
部
総
会
（
中
央
公
民

　
　
　

館
）

11
日　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
運

　
　
　

営
審
議
会
（
山
村
開
発

　
　
　

セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
定
例
会
（
矢
吹

　
　
　

町
）

　
　
　

東
西
白
河
地
方
町
村
議

　
　
　

会
議
長
懇
談
会
（
矢
吹

　
　
　

町
）

12
日　

第
39
回
福
島
県
消
防
操

　
　
　

法
大
会
審
査
会
（
町
営

　
　
　

グ
ラ
ン
ド
）

　
　
　

第
39
回
福
島
県
消
防
操

　
　
　

法
大
会
激
励
会
（
ユ
ー

　
　
　

パ
ル
矢
祭
）

16
日　

東
西
白
河
地
方
町
村
議

　
　
　

会
議
員
研
修
会
（
矢
吹

　
　
　

町
）

　
　
　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
員
合
同
研
修
会
（
棚

　
　
　

倉
町
）

18
日　

例
月
出
納
検
査

25
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

産
業
常
任
委
員
会

26
日　

第
40
回
高
齢
者
ク
ラ
ブ

　
　
　

連
合
会
大
会
（
山
村
開

　
　
　

発
セ
ン
タ
ー
）

27
日　

第
39
回
福
島
県
消
防
操

　
　
　

法
東
白
川
支
部
大
会

　
　
　

（
町
営
グ
ラ
ン
ド
）

議会の動き

み
な
さ
ん
の

　
　

町
政
で
す
‼

28

　７月 16 日、矢吹町「ホテルニュー日活」において、東西白河地方町村議会議員の研修会が開催

されました。

　日本テレビ放送網（株）報道局解説委員　宮島香澄氏を講師に迎え「どうなる日本経済」～少子

化問題と震災関連～と題した講演を受講しました。

東西白河地方町村議会議員研修会

東白川地方町村議会議員合同研修会

　東白川地方町村議会議員の合同研修会が東西白河地方町村議会議員研修会終了後開催されまし

た。棚倉町「町立図書館」の視察で、館長が概要説明を行い、各議員からの質問に対し答えていま

した。

　

開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
公
開
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
議
会
を
傍
聴
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

次
の
定
例
議
会
は

　
　

９
月
で
す
。
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日 月 火 水 木 金 土
8/3 ４ ５ 6広島平和記念日 ７立秋 ８ 9長崎原爆の日

●特定健診及び各種
がん検診（～８日）
　各会場（受付７：30～９：30）

●運動教室
　山開（10：00～ 11：00）
●母親教室
　 塙（13：30～ 15：30）

○東舘診療所☎46－3165 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

10道の日 11 12 13 14 15月遅れ盆、終戦記念日 16
●３ケ月児健診
　塙（受付 13：30～ 13：40）

○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

17 18 19 20 21福島県民の日 22 23処暑
●読書の日
　（9：00～12：00）

●特定健診及び各種
がん検診（～22日）
　各会場（受付７：30～９：30）

●運動教室
　山開（10：00～ 11：00）
●母親教室
　  塙（13：30～ 15：30）

○東白川中央病院☎33-3263 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

24 25 26 27 28 29水の日 30
●特定健診及び各
種がん検診
　（受付7：30～9：30）

●町立小中学校第
２学期始業式

●こども園幼児教育部
第２学期始業式
●運動教室
　山開（10：00～ 11：00）

●母親教室
　  塙（13：30～ 15：30）

●歯科クリニック
　  山開（受付 13：00～ 13：15）

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

31 9/1二百十日、防災の日 ２ ３ ４ ５ ６
●運動教室
　山開（10：00～ 11：00）

●母親教室
　塙（13：30～ 15：30）

●６か月児・１１か月児健
康相談
　塙（受付13：30～15：30）
●リトミック
　山開（10：30～ 11：00）

○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ当

当

当

当

当

　鳴音ちゃんは仲良しの友達と遊ぶことやブランコ、水鉄砲など外
遊びも大好き。「大きくなったらママと一緒に料理を作るの」と将
来の夢を教えてくれました。人見知りしないという性格の藍ちゃん
は最近動きが活発になり、いなくなったと思ったらコタツに落ちて
ちょこんとかわいく座っていたこともあったとのこと。そんな元気
いっぱいな子どもたちにお母さんの一葉さんは友達はもちろん高齢
者など、どんな人にでも優しくできる女の子になって欲しいと２人
の娘の成長を願い、「あまり怒ったりしないで伸び伸び成長させて
あげたいですね」と話します。おばあちゃんの千鶴子さんは「４月
から娘夫婦と同居し始めてにぎやかになりました。わがまましなが
らも３世代いるのでこのまま健康で楽しく過ごしたいですね」と家
族と過ごす日常生活を幸せそうに話してくれました。

月 情報カレンダー 〔省略〕○…当番医　山開…山村開発センター　
　　 　塙…塙厚生病院　

当
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８

家族と一緒に

【東舘在住】
お子さん 金澤鳴

めい

音ちゃん（４）藍
らん

ちゃん（１）

お母さん 一葉さん  おばあちゃん 千鶴子さんInterview

 With the f amily


